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Abstract: This is a summary report of the symposium as well as workshops and other associated
programs held from June 3 to 4, 2000, with a great cooperation of participatory institutions such
as Hiroshima North Rotary Club, Geihoku-cho Municipal Office, Geihoku-cho Board of Education,

Yawata community and the Chugoku Shimbun Co Ltd

The Yawata district of Geihoku-cho is blessed with rich natural resources including mires
and beech forests as well as habitats of diversified animal species. At the same time, there are

approximately 400 residents belonging to about l50 households living in this area
During the symposium and workshops, several issues were discussed, Ior example, how to

make rich nature and human life exist in harmony, 01・how to promote economic developlment
while considering them.

ln particular, a heated discussion was carried out on how to cooperatively promote further
relationships between Yawata district, the upper reaches of Ota River, and Hil･oshima City and

other municipalities locating in the lower reaches・After the videotape on the Nature of Yawata
which was produced by Hiroshima Home TV Co. Ltd., was viewed, two keynote sessions were
conducted, then a panel discussion with four panelists was followed.

On the second day, five workshops aiming to deepen peoples' understanding towards nature
were organized, and impressions were collected from the workshop participants.

Other associated programs were a special exhibition entitled "the life in the nature of Yawata
heights and Dr. Tomitaro MAKINO", an art gallery which exhibited drawings and posters
dedicated from some elementary and lowel- secondary school  pupils  m  both  Geihoku-cho  and
Hiroshima City.

At the end of the report, the outcome of the questionnaire submitted by the participants is
a t t a c hed .

◎2001 Geihoku-cho Board of Education. All rights reserved.
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6月3日仕ノ
第1ｾｯｼｮ ﾝオープニング､シンポジウム

開場、受付
●開会
●開会セレモニー
●テーマビデオ｢自然賛歌～八幡高原へJ
●テーマトーク
●パネルディスカッション
閉会

開会
●乾杯、アトラクション、歓談等
閉会

6月4日旧ノ
謡ｾｯｼｮﾝ 観察会、ワークショッブ

受付
●開会、講師紹介
各コースに分かれて出発

顎ｾｯｼｮﾝ また会いましょう眉食会

●昼食会
●まとめ
閉会

第2ｾｯｼ ｮ ﾝ

20：00

7：30

8：00

12: 30

13: 15

1 3 : 3 0
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開会あいさつ

芸北町町長 増田邦夫
K I m i o M a s I I "

皆さん､ようこそ八幡高原へおいでくださいました◎
目に染みる新緑、そしてカキツバタやアヤメカ吟を盛
りと咲き誇りまして、高原の初夏の装いも新たに皆様
方をお待ち申し上げておりました。御来会の皆様方を
心よりご歓迎申し上げます。
さて、私たち源流域・上流に住んでいるものは、上

流に住むものとしての、一つの責任があるわけでござ
います。しかし、上流だけではその力に限界があり、
どうしても下流に住んでいらっしゃる大勢の皆さん方
のお知恵、お力をお借りしなければこの大自然を守
っていくという責任を果たすことはできないわけであ
ります。
今日は、上流に住んでおります私たち芸北町民と、
下流域の封上を愛していただきます多くの皆さん方に
お集まりいただき、お互いに意見を交換し、よりよい
生活そして自然を守っていくということを話し合う会
でごさいます。どうぞしっかり、皆さんの話に耳を傾
け、議論を深めていただきたいと思います。
また本日は、はるばる高知県越知町から吉岡町長は
じめ多くの皆さん方にご参加いただいております｡芸
北町と越知町は世界的な植物学者、牧野富太郎博士が

64年前､二度にわたりこのバド鎬原に樹刎采集に訪れ
ておられます。こうしたご縁によって交流力注まれま
した。千町原の牧野先生の句碑建立も越智町長の並々
ならぬご高配によりまして、実現したものです。本町
力稚めております膣町自然博物館構想」の原点は、
まさに牧野博士そのものであると考えております。そ
ういう考えから封上町と越知町はお互い人とそして自
然、そういうことをベースに交流を大切にしていこう
というまちづくりを目指しております｡今日こうして
また大勢おいでいただきましたことに対して改めて厚
くお礼申し上げますb
今日から2日間にわたりまして「太田川流域の野生
生物と私たちの暮らし」と銘打ってシンポジウム、交
流会､観察会、ワーショップと多彩なプログムが計画
されておりますカミコーディネーターの中越先生をは
じめテーマトークの菅先生、鞍打先生、パネラーの皆
さんの貴重なお話は、私たちにとって大きな力と資産
を与えてくださると確信いたしております｡今回の催
しが今日お集まりいただきました皆さんにとって、有
意義で実り多いものとなりますことを心から祈念し、
歓迎のご挨拶とさせていただきます°
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蕨
広島北ロータリークラブ会長 中尾建三

Ke n z o M k a o

皆様方におかれましては､何かとお忙しい中、県内
はもとよりご遠方、副ﾛ、あるいは横浜の方からもご
鋤ﾛをいただき、感謝申し上げます。
さて、私ども広島北ロータリークラブは昨年創立犯

周年を迎えました。この折に自然環境について考えよ
うということで伏田川流域の野生生物と私たちの暮
らし」というテーマのもとにシンポジウムさらには
小・中学生による、膝・川・湖というテーマの図
画コンクーノ簿を各方面の方々のご斗騨、ご協力をい
ただきながら行ったわけであります。
そうした中で、我々は下流域に住んでいるものであ
りますカミ太田川流域ということになりますと、流域
には中流域もあれば上流域・源流域もあるではないか
ということになりました。そこで広島大学の中越先生
はじめ皆さん方の割鱒をいただきながら、今度は上
流域･源湘或でこのことを考えようではないかと思い
まして、そしてこの封上町力塒にそういったことにつ
いての濫旨の深い場所である。また町あげてそういう
ことについてお考えになっておられる。このようにお
伺いいたしまして、皆さんと町長、あるいは教育委員
会の方々、地元の方々と相談する内に今回の企画がな

ったわけです。
前回私どもがやった時におきましても、沢山の方々
のご支援．ご指導承ったわけでありますカミ今回特に
それ力拡がってまいりまして、主催は封上町、そして
去年から引き続きまして中国新聞社、それから私ども
広島北ロータリークラブ：そしてさらに私どもの仲間
であります広島陵北ロータリークラ式広島安佐ロー
タリークラブにも共催になっていただいております。
そしてこの度は、糊I協力といたしまして敲ﾛ県越
知脈高知県塑枚野ｵ鋤園､東身諸旧立大学枚野標本館、
そして前回に引き続き広島大学国際協力研究科の皆さ
ん方の特別なご協力をいただき、そして更に沢山の団
体企業からのご協賛をいただいて今回の事業となり
ました。ありがたく感謝申し上げます。
本日は、この八幡という素晴らしい場所におきまし
て、どう力呰さんこの上流域や下流域の方々にとりま
してかけがえのない太田川の自然､太田川の野生生物
と私たちの暮らし、この事について考えてみようでは
ありません疵
そしてこの太田川という川を通じて、上流域の皆さ
ん、下流域の者が一つになって良い関係の交流をでき
るように念願をするのでごさいます。
時あたかも牧野富太郎博士洲召和8年6月4日にご当
地をお訪ねになった、そのいわれのあるこの時期にこ
のような一連の行事ができることは大変意義のあるこ
とと思います。どうかこの一連の行事が素晴らしい成
果をもたらすよう,L,から念願を申し上げご挨拶にさせ
ていただきたいと思います。
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◆芸北町増田町長

一言お礼を申し上げます。
ただいま泌ﾛ町吉岡町長から牧野博士ゆかりの横倉
山で採取されたヨコグラノキを本町にご寄贈いただき
ました。
これを機会にいっそう両町の友好を深めてまいりた
いと思います。その証として、この木は役甥子舎前の
庭園の一角に植栽をさせていただきまして、大切に育
てさせていただきたいと思っております。ご高配を心
から感謝を申し上げお礼のご挨拶とさせていただきま
す。ありがとうごさいました。

ヨコグラノキ贈呈

.晶．
◆ごあいさつ

高知県越知町町長 吉岡珍正
〔血､過顕X]shu画

皆さんこんにちは｡高知県繊ﾛ町からまいりました。
平成10年度に友好の繋がりが始まりまして以後､増田
町長はじめ沢山の方､小学生や議員の皆さんにも越知
町へお越しいただきました。私どもの方も議員をはじ
め青年団あるいはセミナーのグループ、民生委員等、
こちらに来させていただきました。
私どもの町からは、臥龍山麓ﾉ､幡原公園の牧野富太
郎博士の句碑を建てられるとき、友好の証に土佐の青
石を贈らせていただきました。
実は、ちょうど一ヶ月ほど前になりますカミ封上町
から友好の証にﾉV階高原のカキツバタをプレゼントし
てもらいました。私どもはこれを町の施設の中のメダ
カの池に樹直いたしまして、なおかつ自然の中でもと
いうことで湿原の中にも桝直をいたしました。既に越
知町でもこの紫の綺麗な花力喉いております。
今日増田町長に贈呈いたしましたヨコグラノキは、
かつて牧野富太自眠が私どもの町の横倉山という山を
自分の樹刎采取の場所としており、この山のなかで初
めて見つかった木でごさいまして、博士がヨコグラノ
キと命名いたしました。実はこの木は、種子は私ども
が山から採りました瓶ここまで育てていただいたの
は、発芽を含め、ここにおられます牧野ﾎ鋤園学芸員
の鴻上先生でごさいます。私ども町に劉扁りいたしま
したので、早速その一本をこちらにお持ちしたわけで
す。どうかこの越知町と封上町がいつまでも友好の輪
力溢々広がるように、この木も成長していただきたい
と念願いたしております。
どうか皆様方も抱蜘町の方に是非ともお越しくださ
い。簡単ではご割､ますカミご挨拶といたします。

ヨ
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【テーマトーク①I

停宙から見た太田川と八幡高原」

広島工業大学･教授
菅 雄三

皆さんこんにちは。ただいまご紹介に預かりました
広島工業大学環鮮部の菅でご乱3ます。
今日は、日頃あまりご覧いただけないような映像、
特に宇宙からの映像をご紹介したいと思います。
前半では地球環境のために宇宙技術がかなり生活に
密着した形で使われ初めていること。後半では皆さん
の住んでおられる太田川流域、そしてまた、この貴重
な野生生物そして生態系を保持保全しておられる封上
町､刈番高原…。その一旦をご紹介させていただきた
いと思います。

私ども広島工業大学におきましては、文音階学術フ
ロンティア推進拠点に設定されており、高度地球環境
’|静剛究センターにおいて、人工衛星で地球環境、災
害の監視に役立てようという壮大な国際プロジェクト
カ始まっております。
今日ご紹介する人工衛星、いくつかご執]ます。ア
メリカの衛星､ヨーロッパの衛星を1藍ぐらいを毎日、
今日も観測しているわけです。特に今日ご紹介するの
は､MSA力羽乍墳月15日に打ち上げた最新の衛星「ラ
ンドサット7」というのがあります。ここには、ET
M+というﾖ附に精密なセンサー力鞭り付けられてお
りまして、だいたいmqnぐらいの上空､mqnという
とだいたい広島から横浜ぐらいの蝿惟になります。そ
こから地球の環境とか災害の状況を科学的に調べるこ
と力河能です。
私どもの大学におきましては、直接衛星から電波を
受信いたします。実は明日伯月4日）この上を飛んで
きます。16日にこの衛星は広島県の上空をちようと通
過します。もちろん芸北町のデーターも取らせており
ます。ヲ鯆に最近のデーターもお見せできるかと思い
ます。ここでは、ヨーロッパ、カナダ、米国、地球観

測衛星というように呼んでおりますけれとミその衛星
から送られてくる情報を解析します。
これは（広島工業大学のパラボラアンテナ)今年の

3月にできた直径13mの巨大アンテナでごさいます。こ
れは世界最大級でご乱､ます。これによりますと世界
のほとんどの衛星からの電波を受信拠鯉解析ができま
す。環境というのはダイナミックに常に謝上している
ということをこの衛星から客観的に分析できるわけで
す。すなわちリアルタイム、軸時間でこの環境の状態
を分析していこうと、最近では監視をするという言葉
が強くなってきています。
送られてきた情報は研究センターの高|生能のコンピ
ューターで画像という形で解析していきます。すなわ
ち、最終的には画像の形で、地球表面で発生している
消費生物、環境の減少を画像の形でつぶさに分析して
いくこと力河能です。
広島はだいたいこの辺にあります。（映像と併用説
明）私どものアンテナでは、半径2Mgn，中国長江
の奥地、山峡ダムのある所辺りまでをぐるつとカバー
しております。常に東アジア地域の環境分析ができる
わけです｡例えば中国長江の大#引くがありましたカミ
その時も広島のステーションで、中国の環境の変化、
災害の状態をつぶさに観測・分析できました。ちなみ
に中国長江で、赤い色が洪水で↑雌している地域を表
わしているところですカミ中国のデータを10m四角で
マッピングでき、かなり性能のすぐれた分析自助があ
ります。
もちろん日本列島の上空の観測も行っています。例
えば日ｵ刺島でご乱､ます。朝鮮半島がここにあり

|･工学博士｡人工衛星リモートセンシ
る研究に取り組むb宇宙から太田||流
その成果を地域づくり等に活かす試み

罰
●すが･ゆうぞう
罎 瑳 隼 震 音 睦 授
ングによる地球環境に関する研究に取り組むb
域の環境変ｲ峡Kどを探り、その成果を地域づく
を続けている。
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ます。これは台風です。昨年の台風21号です。台風の
ｲ嚇聯るのか｡位置もさることながら、温度分布です
ね。環境においては温度はｦ隙に重要なバロメータで
あります。後程この地域の温度マップも精密なのを作
っておりますのでご紹介します。
これは、赤道から北上する黒潮暖流、暖かいところ

で、だいたい海水の表面温度で30度ぐらいあります。
温泉といってもいいぐらいの温度になっているわけで
す。これは高知県沖、マグロはえ縄。ヨ隙に沿岸海域
としては海洋|青報としても資源|静Rとしても重要な位
置づけになっているところです｡今日は特に中国地或
特に西中国山地地域を分析していきたいと思います。
これは、アメリカのランドサット衛星です。西日本
地域のﾎ鋤の分布状態を合成したものです。ご覧いた
だけますように、このようにわりと黒っぽいグリーン
の、深緑色ですね。蔀ﾛ県の所を見ていただくと、こ
こは愛媛県の石鎚山山系ですね｡緑のゾ＝ンの鮮やか
な緑に変っております。西中国山地ここの映像を見て
ください。我々は今この辺におるわけですけれども。
やはりこれはブナ妹いわゆる自然林天然のブナ林
の状況糒棚Iされている状況がわかるものです。
こういったものを広域的に分析していきますといろ
んなことがわかってきます。例えば衛星のデータの
中から温度を分析していきますと、閉鎖l生海域の広島
湾の高温域の状態であるとか､四国のパルプ工業地帯、
ここはI鈩の渦潮の真ん中は温度が冷たいわけです。
海底から冷たい水が上がってきていますから。このよ
うな状況力現えてきます｡すなわち人間活動にともな
う温度環境を客融，に調べることができるわけです。
また、私は今日下流域から来ましたけれども、下流

域で何力湛こっているのかということです。これは、
集中豪雨による土砂災害のマップです。樹白区の昨年
不幸にして生じた土砂淡害ですけれども、このような

状況も衛星で全てキャッチできるわけです。土砂災害
など赤色で示されているのですが、塒間以内にこの
ような状況力秘ってくるわけです。これまではこのよ
うな災害がどこで起こっているのか、どれくらいの規
模で、どういう所で起こっているのかというのがわか
らなかったわけですカミこのような衛星を使いますと、
だいたい2時間以内には分かる。また、最近ではその
時の降雨データも分かるようになっています。しかも
降雨の強度を赤からブルーまで表わしています。ここ
は伽白区の所だったんですね。やはりこういった降雨
データも三次元的に衛星で取れるようになってきてい
る。「ひまわり」よりもかなり高性能な衛星が今現在
打ち上げられつつあります。実験衛星でありますけれ
ともその時の画像です。ここのところカミちょうど時
間にして鋤nm以上降った所ですカミそういった状況
もわかってきます。
このような衛星データを組み合わせることによりま
して、土砂災害の危険度を推定するマップ繁づくりも現
在研究で行っております｡例えばこれは赤色から水
色にかけて、赤い色のところ力吐砂災害の可能|勤琲
常に高いと推定される。このような研究も最近される
ようになっている。三次元的にも評価できます。例え
ば伽白区のところですけれど実際に災害にあったと
ころはピンク色です。オレンジ色で表わされたところ
は今後土砂災害の危険力辮念されるところでありま
す。そういったものを事前に推定図を作ることも可能
になってきています。
また、災害に伴いまして、あの時の状況としまして
は広島の6ml1、八幡川水系からやはりかなり土砂が
流れ込みまして、広島湾にかなりの濁水力拡散してい
るパターンも分析できている。例えば八"II河口にか
なりの濃度の土砂力流れ込んでいる状況が分析できて
いることがわかります。
また、沿岸域では山火事力海洋起こっている。なぜ

かしら沿岸域に毎年起こっている。やはり人間活動に
伴なっての、いわゆる人的災害ということでも注目さ
れていることでもあります。内|鶴Kにおいては、そん
なに山火事はないわけです。ほとんどない。沿岸だけ
に集中している。これは、平成11年の5月に宮島の対
岸の大野町で山火事があったわけです。このように人
間活動によって､自然に対して災害もさることながら、
人間活動そのもの力環境に与える影響といったものも
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懸念されている。これをやはり客観的に科学的に分析
提示していくということ力導F常に重要になります。
下流域の広島湾でもいろんなこと力湛こっている。
例えばｿL間活動の一環としてはカキ筏養殖。いわゆる
漁鶏舌動力垳なわれているわけです。広島湾のカキ筏
の分布も人工衛星のデータで、どこにどういったカキ
筏が分布しているのか、また、カキ筏一台一台掻郡Iで
きるようになっている。かなり高精度な衛星になって
きていますので、カキ筏の生司犬況をこれから分析し
ていくことも､これからの研究高羅亘となってきている。
これは、広島湾の温度マップです。これを見ていた
だくと、水色のところは温度力抵いところです。沿岸
域で赤い色のところは、例えば尾瀬川流域ですね。大
竹の尾澗||と錦川流域のところですけれとミ沿崖域の
河口状はかなり高温の水力垂れ流しになっている。こ
こは火力発翻fです。ここから温#肱が出ているのが
分かります。ここは呉のパルブエ業地帯｡広島湾合岸
域で赤潮の発生位置ともなっている。だいたい温度が
幻度から25度前後となると赤潮が発生しやすいといわ
れています。このような温度環寛を分析することによ
りまして、人間活動ですカミ例えばカキ筏養殖、カキ
筏養殖も守らなければならない。そうしますとこのよ
うな温度l静艮を提供することによって、効率的な漁業
活動も可能になってきます。
また、内陸部で見ますと、植生、特に広島県におき
ましては水剛乍物､j稲の生剤犬況のパターンも分析
できるようになってきています。これは東広島市の水
田地帯です。上から見たら同じ状態に見えますカミ生
割犬態力渡ってきます。衛星で見た場合カラーで見え
るのですカミこれを細かく分析すると、カントリーク
ラブのゴルフ場ですカミこれに対して赤い色で示され
ている音紛力泳田地域です。よって稲は生育していき
ますので、その違いを時計剥的に鯏斤していきますと
生育|犬況を分析すること力河能であります。
これは、1兜5年に取られた衛星データです。白黒画

像ですカミこれは温度を分析できるオリジナルな元の
画像です。これを分析すると地表面の温度がわかりま
す。これ力拡島市街地です。コンクリート構造物です
からﾖ常に温度力塙<なります。表面温度で鉛度くら
いになっています。我々がいるのはだいたいこの辺で
す。わりとこの辺り温度力塙いです。ここは標高7㈹
mから8㈹m程度なんですが、この地域はやはり水稲

栽培とか、そういったところで､温度がかなり高くな
っています。裸地化されていますから。それに対して
森林域は仙到副こされています｡幻度前後のところです。
これは5月ですね。三次元的に分析しますと、ここが
広島ですね。この音附に真っ赤なのがありますボ深
入山の手前に森林を伐採して土場にしているところが
ありますカミあそこがかなり高温域になっています。
ですからここは、森林の廻りにできた一つのホツトス
ポットですね｡我 ｶ々ﾖいる地域は水田耕作地帯ですね。
農耕地帯は表面温度はわりと高くなっている。頂上付
近､恐羅漢であるとか、臥龍山山系、こういったとこ
ろは温度はﾖ隙に低い。広葉樹林と針葉樹林で密生し
ていますので､温度の繍ﾛ機能がある。時系列的にみ
ますと、5月2日で、ここにやはりホットスポットがあ
ります。これは樽床ダム、聖湖のところです。同じ年
の5月22日です。変ってきている。要するに水田で稲
力戦塔されていますから、緑によって温度が繍ﾛされ
ている。温度変化はたった幻日の間めまぐるしくダイ
ナミックに変化している。そういったなかで人間活動
を行なっている。
また、今年の4月1日の新型の衛星ですボランドサ
ット7ですね。ここをちょっと見ていただくと水色は
雪なんですね。雪力霜もっています。ここは西中国山
地になりますけとミ特にこのあたり臥龍山山系のとこ
ろ、そこに刈番高原スキー場があります。やはりそこ
に雪力聯るわけです｡三次元的に見ても分かりますね。
西中国山地の中でもこのような（鵬冒山山系）ところ
に冠雪する地域がある。この地域はランドスケープ
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(景勘がかなり良い地域であり、かなり貴重で重要
な森林資源がこの地域に集中していることもわかる。
雪が徐々に溶けていく状態も濯淑Iできる。つまり、こ
の地域全体が自然のダムであるということがいえま
す。この山岳地域に貴重な水資源カミ側くされる、水
が保たれるということになります。3月から5月にかけ
て鯛則していくと、緑の濃度力鴨<なっている。これ
にともない雪が徐々に消えていっている。では溶けた
雪はどこへ消えたかというと、この地域の緑のダムに
保水されているということがいえる。
現在保捕肋の算定を研究しているol奔間の変化
について観測したものを合成すると、赤いところは、
これはもともと水域であったものが土地になった場所
ですね｡榿色はもともと森林であったところが伐採さ
れて開発された場所を示している。ここの緑色のとこ
ろは常に緑が保全されているところを示している。
太田川流域の流域面積は約1;7叩く㎡で延長はだいた

V,103k mです。先ほど中国の長江を見ましたカミ長
江は流路延長で5Mkmあります。その高低差は釦、
位しかない。水力流れてきて洪水力堀こるのは、1ヶ
月から2ヶ月程度後。これに対して太田川流域はどう
なっているのか。流路延長103km、標高差は12mm
位ある。雨が降るとズドンと出てくるのはあたり前な
んです。しかしながらズドンと出てきては困るわけで
す｡つまり何が保全しているのかというと､緑である。
この貴重で重要な緑が生活保全.ただ単なる緑の保全
だけではなく、生活環境そのものを保全してくれてい
る。守ってくれている。よって、ここの音附を本当に
我々が考えなければ大変なこと力起こる。
上流や下流は地形学的に言っているだけであり、人
間の生態系、自然の生態系から言いますと上流､下流
はない。一伽こして運命共同体である。1l防人がこ
の辺に住んでいるカミ封上町周辺の恩恵を受けている
のはあたり前なわけです。よって、上流下流という言
葉ではなく、一体化されたトータルな生態系として、
我々は共存せざるをえない。これカミ共生型環境の共
存とつながってくる。
各種のデータを広島工業大学により受信解析処理を
し、ユーザー局に送信するという郵政省の公開実験で
行なっておりますけれども、現在広島県の棚fセンタ
ー、農業技術センター、コンサル会社と一緒に中国地
方をはじめ、全国測莫での環境|冑報に関する'|"Rを配

信する実験を行なっている。
広島工業大学は新しく環境I胄報学科というのを創設
しました。環境への新しいチャレンジと言うキャッチ
フレーズで、まさにコンピューターが主体ではなく、
それを扱う人材の育成に現在とりかかっている｡また、
Ⅱ革命（インフォメーション・テクノロジー）の中で
情報を扱っていくことは大変重要になってきます。
今後､上流域下流域ということもさることながら、
運命共同体の中で我々が生活を営む。皆様方と一緒に
地域に根差した1静艮を自分たちで情報管理して、自分
たちで監視していくということカミこれから必要にな
ってくるのではないかと考えております。
どうもご潤偲ありがとうご乱､ました。
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1テーマトーク②I

ﾛー 流域からの発信」

日本上流文化副研究所｡研究員
革爵]燕甫

はじめまして。山梨県早川町からはるばるやって来
ました、鞍打と申します。
私は山梨県早川町の日本上流文化圏研究所において
研究員をしております。上流文化圏と申しましても、
なかなかピンと来ないと思います｡視察などでよく上
流文化というのは“ハイソサエティー"、上流階級の
意味ではないかと間違う方が多いですけどそうではな
く、川の上流域の文化のことです。そういった文化に
裏打ちされた地域のあり方についで研究していこうと
いうのが日本上流文化圏研究所です｡今日はこのW暁
所を開設するまでの早川町の動きと、上流文化圏研究
所力報り組んできたことについてお話をしていきたい
と思います。よろしくお願いいたします。

では最初に早川町の紹介をしていきたいと思います。
今日は、広島ということもありまして、最初は日本地
図を出しました。山梨県は、画面いっぱいなのでどこ
にあるのか分からないと思いますカミ実は東京の隣に
あります。静岡と埼玉に接しています。その中でも早
川町は富士山の西側にあります。面積は3nに㎡と、こ
の画面に入りきれないほどかなり大きいですけど 南
北が38hn，東西が15agnあります。早川という富士川
の支流がありまして、この流域に村力箔つありました
カミ昭和31年に合併して早川町になりました。富山の
糸魚川の方から静岡まで続いてくる糸魚川．静岡構造
線フオッサマグナの西の端ですね。この真上に位置し
ている町です。
早川町はﾖ常に山深い町なんですカミこれは南アル
プスの訓砿、日本で2番目に高いj砿から見た早川町
です。標高3伽,級の山です。この雲の下の谷間にち
ょうど早川町の人力荘んでいます。
(画面は早川町の麓近くに降りてきた場所からの映鯛

早川の流域に妬の集落が散在しているわけですカミど
れも谷底とか、山の中腹とかそういったところにあり
ます。集落の様子は茅葺の民家なと論混られます。昔
の様子がまだ残っている所です｡歴史的にみるとこの
地域は、縄文時代の遣跡などあり、縄文時代から人が
住んでいたといわれています。
山梨県と言えば武田信玄ですカミ武田氏の時代は金
山であるとか、木材産出などで栄えました。大正時代
に入ると急峻な山を活かして水力発電所による電源開
発力垳われます。早川町は大正時代に5伽人̅6Km人
の人口がいましたカミ昭和解頃にかけて人口力流入
してきまして、1 0,000人を超えました。その後ダム建
設が終り､その後ダムの管理が自酬上されてきまして、
職場を失った人がどんどん町を出て行き、現在は1β釦
人と当時の5分の1で、高淵上率はだいたい42％位と、
半分がお年寄りとなっています。主要な産業としては
建設業､それから山梨県は温泉力導常に多いのですカミ
観光業とかそういったもので生計を立てている方力移
いです。また、農業は土地力狭いのであまり盛んでは
ありません。
それではこの早川町でどのようなまちづくりをして
きたかということになりますが･･・早川町力吟のよう
なまちづくりに取り組むきっかけとなったのは、昭和
57年に襲った大きな台風でした。その時の災害力喫機
だったんです。その時早川町は陸の孤島といわれるほ
と被害が大きく、災害復旧をしなければならないとい
うことで、第三次総合計画というのを、第二次総合計
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画の途中だったんですけどもつくり始めます｡そこで、
行なわれてきたことは､旧村一拠点という事業でした。
先ほど言いましたけど早川町は6つの村が合併してで
きた。そしてﾖ隙に面積も大きいので、なかなか早JII
町全体のことを町民一人一人が考えることは難しい。
そこでそれぞれの旧村単位にもどって、この旧村をど
うしたら良いかということを意見を出し合ったりして
考えてきました。そして、宿泊珊勤極設とか生涯学習
施設とか、このようなものが各村の拠点になる施設と
してできた。
もう一つ財団法人南アルプスふるさと活幽闘団
というのも設立しました。ここでは特産品開発を行な
い辮曽、こんにゃく、ハム、ソーセージ、最近ではミ
ネラルウオーターやワインなどを造っています。これ
らを通して産業興しとか雇用確保などを行なってきま
した。
このような一連の動きが認められて、内閣総理大臣
表彰とか全国山村振興連盟会長賞というような賞もい
ただき、対外的評価も得た。しかし、なかなか過疎と
か高齢化を止めるまでには至らなかった。人口減少も
止まらない。このままの方向性で良いのかということ
になりまして、第三次総合計画が終わりに近づき第四
次総合計画を策定する前に町民や学識紹険者、全国ま
ちづくりのキーマン等1⑱名くらいが早川町に集まり、
2泊3日で集会を開き実際に早川町の現地を見て、早川
町をどうしたら良いかを話し合ったのです。
そこで出てきたことですカミこのような山村の厳し
い条件の地域を良くするためには、仕事の環境とか生
活環境､交通の便力憩いとか、そのようなこともある
と思うのですけど それ以前に、この山村地域に生き
ることに対して、一人一人の価値を見出さなければい
けないのではないかと。このような考え力咄てきまし
た。今までのように者肺に追いつけ追い越せといった
価値観ではなく、昔から脈々と引き継がれてきた山村
での生活自体の価値を見出してやって行こうではない
かという、まちづくりの方向性が出てきた。これはあ
きらめとも思われそうですがそうではなく、現代社会
には環境問題とかコミュニティの崩壊とか､社会のい
ろいろな問題が出てきている。やはり日本全体におい
ても転換期を迎えてきている。そういったときに、こ
の山村の文化だとか昔ながらのコミュニティだとか、
そういったものに可能|生があるのではないかと考えた

わけです。このような認識に基づいて早川町では、平
成6年に第二次総合計画・日本上流文化圏構想を策定
しました。
ここに書いてあるのは、上流文化圏瀧想の理念なん

ですけど 大きく4つに分かれています。
①一つは､農山村文化(上流文iりを発掘していこう。
地域の歴史とか文化に目を向けて地域の愛着を深めよ
う。現代社会におけるいろいろな問題解決やヒントと
いうものカミこのような自然と共に生きてきた先人た
ちの知恵に隠されているのではない力も
②もう一つそれらに裏打ちされた新しい文化や暮らし
を創造していこう。お金と力荊便性に負けない山村に
生きることの1剛直を見出して行こう｡そして価値に基づ
いた新しし暮らしを創造して行こうということです。
③それから全国上流域との連携ですね。このような考
え方を全国の上流域に発信して共感を得た地域と連携
をしていこう。互いに'I"R交換をすることで、共通の
課題について解決したり、またそれぞれの地域のあり
方を考えていこう。
④最後に、長期的な視点で組織づくりに取り組んでい
こう。産業革命以降、年以上かけて今の価値観という
か､今の社会力咄来ていると思うのですカミそれに代
わる新しい社会も、年位時間をかけていかないといけ
ないのではないか｡行政のまちづくりというのは、短
期的な結果を求めていきやすいのですカミそうではな
くて長期的な視点に立ってやっていこうではない力も
こういった考えが大きな柱です。農山村文化の発掘
から、新しい文化の暮らしを創ることを全国の上流域
と手を結んで長期的に取り組んでいこうというのカミ
上流圏崩青想の考え方です。
ここから研究所の話になりますカミ上流らしい建物
ではないのですカミこれは旧村一拠点のなかでできた
公民館や工房、会議室などがある複合施設です。この
音握の一室を借りて研銅所があります。研究所は平成
8銅月に設立されました。役割としては、上流文化圏
構想を実現するための調査研究を町民と一緒に進めて
いこう、新しい価値や文化を創造していこうという研
究所です。
研究所の組織についてお話をします。まず位置づけ
ですカミ設立から3年間は早川町の役場の企画振興課
の一部でありました。去年（平成11年）から、役場も
交えいろいろ話し合った結果、事業体として独立して
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任意団体ですけど自主的に運営を行っています。組
織としては、常任理事が38名います。町内から22名、
町外から16名の方々が手伝ってくれてます。それから
ネットワーク協力員といって全国のまちづくりのキー
マンとか、シンクタンクやコンサルタントのスタッフ
の方々など、2㈹名程の人たちがいろんな情報提供や
調査研究に動pしてくださったりしています。それか
らいろんなテーマで早川町で研究してもらおうと、研
究所の運営なども手伝ってもらったりもするのです
カミ学生研究員力覗在3名います。それから日々運営
をやっている研究員が現在は3名います。専属は僕一
人なんですけとミあと非常勤の人が一人と役場から派
遣されている人が一人です。
では、具体的にどのようなことを行なっているのか
といいますと、研究所は烏の目と虫の目という2つの
視点をもってやっています｡鳥の目の視点というのは、
地球的な規模で全国の上流域を眺めて鋤略を出して行
こう。虫の目の視点というのは､地域の潜在的な資源、
上流文化というものをしっかり掘り下げていこう。そ
ういった2つのスタンスでやっています。
(写真）こちらは虫の目になると思うのですカミ地域
資源の発掘と活用をテーマに活動しています｡これは、
町民からこういったことを研究してみてはという意見
が出てきます。共感を得た町民力嘆まって研究班とい
うものをつくって活動している。その一つに随び部
会」というのがあって、地域のお年寄りが15名程集ま

ひ ご の か み

って彼らの幼い頃､肥後守をポケットに入れて野山を
駆け回って遊んでいた頃のいろんな遊びを子どもたち
に伝えていけないだろうかという研究班です。
(写真）これは、お年寄りたちが研究所に集まって植
物を採ってきて、昔はこういうことをやっていたんだ
よと皆で思い出しながら再現しています。この日は竹
細工をやろうということになり、森で竹を切ってきて
竹とんぼを作ったり竹馬を作ったり、そういうことを
やっています。このようにして再現されたものは、町
のお祭りのときにテントを借りて子どもたちが鰄禽で
きるようにしています。
(写真）これはお祭りの中のワンシーンなんですけど
子どもたちがテントの中に入ってきて、おじいちゃん
たちからウツギという掴勿から作る笛の作り方を教わ
ってピーピー鳴らしているところです。
(写真）これは竹馬ですね。結構、子どもたちもそう

なんですけとミ大人の方の方が|裏かしがって一緒に遊
んだりしています。
(写真）こちらはお祭りではなくて学校の行事なんで
すけど、おじいちゃん、おばあちゃん出上や親世代、
子世代と3世代集まって交流をしようという事業があ
りまして、その事業に遊び部会力詔待され､遊びの出
前人と称して子どもたちとお父さん、お母さんと一緒
におもちゃの作り方を習ったりして皆で遊んだりして
います。
(写真）「ビュースポット探索珊というのがありまし
て、去年から新しくできた探索班です。これは山好き
の人とかカメラが好きな人とか、そういう人たち力喋
まってつくった班なんです。早川町は、七面山という
信仰の山があるんですけど そこの山頂にお寺があり
まして、ここから富士山力現えるんです。秋分の日と
春分の日なんですけとミその富士山の頂上から太陽が
昇ってくると､それを御来光と呼んでいるんですけ＆
そういう美しい風景があって、七面山からそういう風
景力現えるんだったら、早川のいろんな山から御来光
が見えるんじゃないかと地図に富士山がどこから見え
るかを書いているところです。
(写真)御殿山という山の峠まで車で行って、歩いて
20分位で山頂に行ける上嗽的簡単に行ける山なので、
そこからの日の出日時を予想して行ってみました。こ
れはすごく雪力轆っている次の日だったんですけど、
雪の中をざくざく歩いていってカメラを構えていると
ころです。停真）これがその時に見えた光景なんで
すけとミちゃんと富士山の頂上から日の出力現えてい
る様子です。
その他に早川町の釣り好きの人力藻まって、ヤマトイ
ワナの研究というのをやっていて、ヤマトイワナとい
うのは絶滅寸前といわれているらしく貴重なイワナの
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種類なんですけど その生態調査や漁協で卵をもらっ
て放減舌動をしています。それからおばあちゃんたち
がやっているグループがありまして、地元の郷士食
｢すばく」という麦めしがあるんですけど、それを残
そうというグループがあります。それからお寺の住職
がやっている古文書の研究とかもあります。まあ、ど
れも学術的に価値のある研究というわけでもないんで
すけど 町民一人一人カミ自分の興味のおもむくがま
まにテーマを出し合って皆で自分の町のことを研究し
ていこうということをやっています。
もう一つこちらは烏の目の視点なんですけど､'|"R
の受発信と交流の場づくりということを、全国の上流
域とのネットワークによる'|"R交換、それから地域内
における情報基盤の整備をやっています。
(写真)これは上流文化圏会議という全国規模のシンポ
ジウムなんですカミ上流文化圏構想というものに共鳴
した全国の市珊jが自分たちからシンポジウムをやら
してくれということで、持ち回りでやっています。毎
回2㈹名近い鋤ﾛ者力嘆まっていろんな議論をします。
これは最初に早川町でやったときの写真ですカミ基本
的にアウトドアでやろうということでやっています。
(写真）これはお寺の境内で舞台をつくってやってい
るところです。夕方になると松明を焚いてやっている
様子です。
(写真）それから夕食ですね。だいたい上流文化圏会
議は泊まりがけで行なわれます。夕食も地元の人たち
が自分たちの地域の食材を活かして、この時は蕎麦と
かそういうものが出ましたカミ地元の人たちがつくっ
てもてなしています。2㈹名近い鋤ﾛ者が来るのです
カミパネラーとして喋る人たちは限られてしまうので、
夕食が終わると夜なべ談義と称して毎回動ﾛ者全員が
一人一言ずつ夜遅くまで喋りあったりしています。
それから町内の方ですけど早川町民塾を開催して、
研究所に携わってくださっている先生たちと町民の意
見交換を行っています。上流文化圏ライブラリーとい
う研究所の図書室では、上流文化圏に関わるいろんな
資料や研究成果､早JII町関係の資料を集めて町民に公
開しています。また町内の各家庭の物置きなどに眠っ
ている本を掻き集めたりもして、今では5伽冊位にふ
くれあがっているのですけれど、ほとんと無料で本を
集めて町民に貸し出したりしています。
それからインターネットの活用もやってまして、

(写真)早川町のホームページも研究所で制作してい
ます。それとは別に研究所で、早JII町の町民､先ほど
1,850人と言いましたけれど、この企画をしたころは
2仙人いたので､全町民を紹介していこうと「2仙人
のホームページ」というものをつくっています。町民
一人一人を取材してその時のエピソードとか、それぞ
れ力特っている上流文化とか、町に対する思いといっ
たものを紹介していこうということで、早川町のホー
ムページの中で流しています。
それから、こういう研究成果というのは目に見えな
いということもあり、発行物として町民とか町外の
方々にも研究成果を伝えています｡一つは上流圏だよ
り(広幸賊）を年4回つくっています。先程の上流文化
圏錦義の記録集も毎年つくっています。それから早川
町は町民全世帯に酉肺するカレンダーを作っているん
ですけど、これも研究成果､例えば食文化と力遊びと
かを題材にして研究所で作成しています｡研究韓侭も
昨年度末にやっと設立から4年間のまとめができたの
ですカミこれも毎年つくっていこうと考えています。
実は、今日はこの研究年報を持ってきていまして、一
冊1刈円で後ろの方で売っております｡研究所の重要
な活動資金となりますので購入していただけたらと思
います。
だいたいこれらが，暁所がやってきたことなんです
カミこれからどのようにやっていこうかということで、
まず一つは町民と一緒にやっているいろんな研究班の
研究というものを学術的レベルまで高める、そういっ
たことも一方では大切なことだと思いますので、しっ
かり言醗誌して、早川町の上流文化を価値があるものに
していこうと思っています。それから、上流文化圏に
価値を見い出して生きていこうとする人々、例えばI
ターンとかUターンで人が入ってきた時に早川町で何
かをやりたい、会社に入るのではなく自分で飲食店や
農業をやってみたいとか、そういった人がいた時に研
究所のこれまでの蓄積した'l"Rとか研究成果を活かし
ながらそうした人たちを支援できる組織でありたいと
思っています。
以上で話を終わります。ごV静聴ありがとうごさいま
した。
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【パネルディスカッション】
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酔越 それでは只今からパネルディスカッション
を始めたいと思います｡シンポジウムに長いタイトル
がついておりますので、その点を踏まえてちょっとだ
けいきさつを含めてご紹介いたします。
太田川流域というのはかなり広い範囲に流域を持っ
ていますけれども、この辺りがﾉVII番ですね｡これ力聴
床ダム、こちらが王泊ダム、ここが広島です。色がい
ろいろ分けてありますけれども茶色の音脇､が山地地形
の所です｡それから薄い青い所力浴底平野、谷間の平
野です｡それから白っぽい所胸中積地なわけです。こ
う見ますと太田川流域といいますのは山の中を川力硫
れてそして広島へ注ぐということ。そして、その川の
一番裾野というカゾ11の出口にあるところのかたまりと
して広島があるという状況であります｡ですから広い
範囲から水を集めて広島へ流れるという構造になって
おります｡この八幡という地区というのは大変山も高
いですし、山だけでしたら問題はないわけですけどそ
うじゃない、そこには暮らしがあるわけですね｡この
盆地で農業を行い、あるいは山麓で林業を行っている
わけです｡そういう意味でこの地域そのものを全体と
して考えるときに、今回私が皆さんと色々議論したい
ことに、この太田川全域とこの上流があるわけです。
見ていただいてお分かりになるように山だけではなく
ってそこに生活がある場所ということで､今回ﾉU幡を
選ばさせていただいたわけです｡そういう形で上流と
下流ということも含めて議論できるパネラーの方にお
集まりいただきました。
なお、ちなみに私の専門分野を少しご紹介します。

私は景観生態学という学問をやっています。これは地
質図です｡地質図を見たらお分かりになるように3つの
色が区別できると思いますカミ沖積地の青い色そして
岩石でいいますとピンク色の所力埖崗岩そして謝上の

l
I

_ l d

方では全域にほI鉱い面積であるのは黄色の流激岩域
なんです。例えば雄鹿原の辺りには花崗岩の地域があ
ります｡なぜこれをお見せするかというと実は環境問
題と大変深刻な問題があるからです｡それは紹介する
とこんなややこしい式がありまして、こういう式で計
算させましてどういう森林がどこにあるかということ
を調べたわけです。そうすると例えば流紋岩という岩
石の所ではこの濃い色の方が好きだということ、こち
らの薄い色の方がそれを好まないということなんです。
こちら側力汕そして山麓､丘､谷底平野というよう
に色々並んでいるんですが、注目して頂きたいのは
CDと書いてある、あの好きな流紋岩の場所を好むも
のを探していきますと広葉樹が多いわけです｡アカマ
ツ林というのカヤrというのを探せばいいんですがこう
いうアカマツ林を少しこういうふうに上位ではありま
せんが存在している｡もう一つお見せしますけどこれ
は環境庁から送っていただいているデータですけれ
とミ広島です。これは植生図です。先の岩石だとか地
形の上にｲ嚇苛のっているかということなんです力零割上
はこの辺りですね。黄緑色が良くお分かりかと思いま
すカミ落葉広葉樹の森林なんです｡所々に雄鹿原の辺
りの方に花崗岩がありますのでそういう所にアカマツ
林が生育しています｡いろんな統計をとってこういう
ことが一番簡単な結論になりますカミ太田川の流域で
3つの事柄、岩石・地形･植生というものを重ねた時
にこういう3つのエコトーブが大きく抽出されます。
何力墹題なのかというのを申し上げますと、まずこ
の地域というのは主として山地にブナやミズナラの群
落と洲勵ﾎ地、それからブナ・クロモジ群集、要する
に落葉広葉樹が多い所です。流紋岩地域は。問題は、
花崗岩地域というのは余り多くないわけです。これは
だから下流力澗題なんですね。下流のﾖ隙に広い範囲
がピンク色です。ここはアカマツ林があります｡お見
せしませんけれども、お分かりだと思うんです。この
アカマツ林というのは、マツクイ虫でほぼ全測犬態。
したがって太田川流域の中で本当に水を守っている、
流域を守っている森林は謝上町等にある落葉広葉筒林
です｡その意味においていかに現時点で芸北町という
所カミ先ほど菅先生は山という地形力雪を残してそれ
が保水に関係してるとおっしゃったけれども当然それ
の受け皿になるような森林がここにあるということ。
その木力粘れてはいないということ､生きていること。
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枯れた木には水を吸い込む力はありません。太田川と
いうところの全体を眺め、上流下流運命共同体と菅先
生はおっしゃいました。下流域においては森林の機能
が低下していますので、ここのこの地域の山林という
のはﾖ常に大きな意味を持っているということです。
さて、循環型社会というのはそのまちの中だけの循

環ではなくて流域全体の循環をどんなふうにとらえる
かということ。そしてこの封上のﾉU幡という場所をふ
るさとのようにしていくためには皆が共通してふるさ
とと思ってもらえるためにはどうすればいいかという
話をしていただくということになっております。
それでは鞍打さんお願いいたします。

鰯］ 先ほどに引き続きましてしゃべらせていた
だきます｡私はもともと建築をずっと学んでいたので、
こういった環境とか里吻・樹勿といった分野の専門的
な知識が全然ないんですけれども。上流域のまちづく
りに関わるものとしてお話ができたらなと思います。
先ほと研獅fの話をさせていただきましたカミ研究
所がすべてうまくやってきたわけではなくて、いろん
な問題も抱えていました｡上流圏構想の策定の際に町
に外から人を入れて知恵を借りるかたちでやってきた
のですカミまちづくりの中で風と土という話があるの
ですカミ風は外から入ってくる人ですね。そこで生活
する人が土なのですカミその両方､風と士が影響を与
え合って風土が出来ていくという話なんですけれど
も、そういった観点から言うと手法的には良かったと
思います｡しかしながら、すごく今までの価値観を切
り換えていこうというような理念先行型の研究所で、
まあ風力蝋すぎたんでしょうね。町民の中には鋤畢し
てくれる人は本当に少なかったです｡私も大学生の時
から研究所に関わったということで最初は外の人間と
して関わってきてそのうち早川町に住んでやってみよ
うということで早川町に移住したんですけども、最初
はすごく大変でした。
このシンポジウム、八幡高原の自然を守るというこ
とでどうしていこうかと考えてると思うんですけど、
この刈番に住んでいる人たちにとって自然環境よりも
自分たちの生活はどうなっていくんだとか、そういっ
た気持ちがたぶんあると思うんです｡流域圏というか
上流下流の考え方､上流下流を結んで一つの単位とし
てやっていこうという考え方は地域づくりのレベルと

いうよりは、国土計画のレベルだと思うんです｡下流
の人たちにとっては、自分たちの飲み水の問題とか防
災の問題とかあるので実生活と結びつきやすいんです
けれども、上流の人たちにとっては流域圏といっても
なかなか自分たちの生活に結びつかなくってすごく戸
惑いを感じていらっしゃるんじゃないかなと思いま
す｡その時に今回のシンポジウムのタイl､ルのように
｢野生生物と私たちの暮らし」という自然と暮らしと
いうものに接点を生み出していこうという試みにした
というのはすごくいいんじゃないかなと思いました。
僕らがやっていることもそうなんですカミやっぱり
目先の禾臘だけではなくて、その自然環境と人たちの
暮らしというものをどう掘り下I溌点を見つけていく
かというのは、環境問題がこれだけクローズアップさ
れている時代においてはｦ隙に大切なテーマになって
いくんじゃないかなと思います｡そのきっかけとして昔
からその地域に湿原との関わりの中で生まれた文化が
あるわけで、そういったものを大切にしながら地域づ
くりを考えていけばいいんじゃないかなと思います。
その仕組みの一つとして、我々がやってるような行
政でも民間企業でもない“まちづくり中間セクター”
という言い方を私はしていますけれども自由なスタン
スで動ける人々カミ自分たちの意志で自分たちのやり
たいことを自主的にやって、その中で自分たちの暮ら
しを見つめ直していく、そういうことが日常的に行え
る組織という力壮組みを一つをつくるだけでもだいぶ
変わってくるんじゃないかなと思います。

●中越どうもありがとうご乱､ました。
それでは引き続き鴻上さんよろしくお願いします。

●鴻上牧鯏直物園の鴻上です。実は私は今、高
知県の牧野植物園におりますけれども出身は東京で、
牧野富太郎というものに憧れてこっちに来たというふ
うに建て前ではなっているのではありますけれども、
そういう関係で牧野植物園に勤めてもう幻年くらいに
なります。
牧野植物園は実は去年の11月1日にリニューアルオ
ープンいたしまして牧野富太自膓鯰館という大きな記
念館を建てました｡県の予算の中でﾖ蛸に大きなウエ
イトを占めておりまして、総額でも1m億円ぐらいか
かったﾖ賄に大きなプロジェクトだったわけですけれ
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ども、これは実は私力勤めだした幻年前から話力特ち
上がっていましてやっと腓経ってﾎ鋤園力噺たにリ
ニューアルできたということのようです｡この牧野富
太郎という人を記念した樹勿園ということなんですけ
れども、私たちもいろんな場所に行くんですけれども
そこで牧野富太郎というものがいかに一般の人たちの
間に、植物を愛好している人たちの間に名前が浸透し
ているかというのをいつもしみじみと感じさせられる
わけです｡この芸北町におきましても昨日も碑を見て
来たんですけれども牧野富太郎というものを軸にして
まちおこしをしようというふうな試みをされていると
いうことなのでﾖ隙にありがたいと思ったわけです。
これほどまでに一般の人たちに好まれている学者とい
うのは実は日本ではいないと思うわけです。
その牧野富太郎を記念するための植物園というもの
を考える時にまず何を考えたかといいますと、最初観
光目的のために造られて牧野富太郎さん洲召和遡年に
亡くなって昭和33年にオープンしております｡牧野富
太郎さん力注きている間にﾎ鋤園構想というのがあり

しやくんいつたつ

まして、これは実は牧野富太郎力潴鞭一健といって牧
野富太郎の勉強の心得を書いたものに“ﾎ鋤園を有す
る”“植物園を必要とする”ということがちゃんと書
いてあるんです。植物を研究するためにはﾎ鋤園がぜ
ひ必要であるということをちゃんと言ってるわけで
す｡高知にもぜひ植物園を造りたいという希望があり
まして、場所はどこ力浪いかということになって、今
の五台山という所が牧野富太郎の好ましいということ
になり五台山に小さし柁物園ができることとなったわ
けです。その牧野富太郎さんは結局オープンを見ずし
て昭和32年に亡くなりましたカミH研ﾛ33年に、牧野さ
んが亡くなったので牧野の名前をかぶせた植物園を造
ろうということで造ったわけです。
こういう個人の名前を付けた植物園というのは世界
にも例力撫いわけで、その牧野富太郎力洞をした人か
というのを考えた時にこの人は園芸家でもなければ植
物の育種家でもなかったわけです｡掴勿の分類学者、
分類学の基礎をつくった。この基礎をつくったという
ことはどういうことかといいますと、例えば植物学雑
誌と赫陞吻研鼎織とか､斜直物学の基本的なテキス
トとされているような専門的な雑誌を倉肝ﾘして若い人
たちへの発表に場をつくったりしています。
それからこの芸北町にも何回も訪れているようで

『高原の自然史」という芸北町教育委員会で発行され
ております非常に内容の高し溥門的な弗朧があります
けれども、その中の第3号に詳しく牧野富太郎さんが
来られた様子力書かれておりまして、それを見まして
も気に入った所には何回も牧野さんは訪れるんですけ
れどもここも何回も訪れてる場所の一つなわけです。
そういう場所で牧野富太郎さんはﾎ鋤を採取していっ
て、しかも日本全国を訪れながらその場所でその人た
ちと交流をしていっている｡そういう交流の場から採
集会とかそういうものを行う時に子どもたちがたくさ
ん集まってきてその子どもたちに植物のおもしろさを
どんどん伝えていった。そのﾎ鋤に興味を持った人た
ち力溪際大人になって植物学を目指して･･･・そういう
ふうな形で日本の植吻学を実際に後継者づくりをして
いった｡そういう人づくりというのがｦ常に牧野富太
郎の一つの大きな業績だったと思うわけです。
ですから植物園を今度リニューアルする時に何を目
的とするかということに関しては、もちろん自然との
共生ということもありますけれども、やはり人なんで
すね｡その人づくりというのは子どもたちがここに来
てもらって勉強していただく。勉強する場としての植
物園づくりを目指そうと、そういうふうなことを考え
たわけです｡それとともにその樹勿園に勤める人たち
が楽しそうに勤めている。これは地域のことも同じな
んですけれどもその地域に入って足を踏み入れた瞬間
にその地域の雰囲気をやっぱり肌に感じるわけで、植
物園を訪れた人たちカミそこで働いている人がｦ端に
気持ちよさそうに働いている様子を見ることによって
自分たちも気持ちよくなれるんだろうということで、
ﾖ賄にオープンなガラス張りの学芸員たち力斗可をして
いるのかわかる様な施設にしようというコンセプトで
造っていったわけです｡実際に自分たち力看|画に携わ
ったのは4年くらい前からなんですけれども4年ぐらい

ひろし

前からそういう建物を造っていただける内藤廣さん
という建築家の方に頼んで練りに練って造り上げたも
のなんです。実はその間に県の予算がちょっと淵こし
ていきまして実際に私たちが心地よく働けるような環
境という建物は出来たんですけれども、その中身、人
員力導隙にしぼられたが為に、今のところは職員力淀
り回ってるという感じでとても余裕をもって心地よく
働いてる様子を皆さんに見ていただくとところにまで
は至っていないんです。いま一生懸命ボランティアの
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人たちを育てておりまして、できるだけ私たちが手を
抜ける様な形で､解説員のボランティアの人たちに手
伝ってもらうようにしていこうとしています。まだ11
月にオープンしたI動創りで本当に試行錯誤の段階なん
ですけれどもこれからどういうかたちで樹勿園という
ものが仕事をしていけるのかということを考えている
わけです。
ここもやはり博物館というものを造ろうというふう
に考えているようなんですけれども植吻園自体これは
大きく見ればやはりミュージアムである、ミュージア
ムの基本はやはり研究なんですね｡研究というベース
力撫い限りはそれをいかに展示しようとオリジナルの
研究というものがないと展示に活かしていけない。そ
れからオリジナルの研究によって得られたもの力敷育
普及に活かされていくというふうなことからいうと研
究というものがやはりベースにあってはじめていろん
な本当のミュージアム的なもの力減り立つのではない
か。そういう意味からも明らかに植物園は研究施設で
あるということを高らかにうたいあげて、今そういう
理念の充実を図っていこうと考えているところです。

●中越 どうもありがとうごさいました｡それでは
続いて中尾会長お願いします。

●中尾 ロータリークラブの中尾でごさいます｡先
ほどご挨拶でも申し上げたのですカミ昨年私どものロ
ータリークラブの刻司年記念事業としてシンポジウム
を行いました。「太田川流域の野生生物と私たちの暮
らし」というテーマです。この手応えを続けていかな
いといかんのじゃあないかな。そういうことから今度
は上流域でこの手の問題を考えようということから、

源流でありますこのﾉ､幡の地で今回はやらせていただ
くということになったわけであります。
ちょっと話をそらさせていただきますカミ私どもロ
ータリークラブとは何か｡今日たくさんの広島にある
ロータリークラブの方々が全部後援をしていただいて
おります｡今日来ていただいておる私ども広島北ロー
タリークラブの方々、その他陶阻C安佐RCあるいは
中央RC西条RC､沢山の方もここへご参加いただいて
おります｡RCというのはどういうものかと申し上げま
すと、1卯5年､今からちようとり5年前なんですけれど
もアメリカにできて､今も本部はアメリカにある世界
的な奉仕団体なわけです｡これは人工的な奉仕あるい
は色々な奉仕をやりましてそれをやるのは職業を通し
て職業人の会でありまして職業人としてあるいは職業
を通して人道的なｵ蝉それを高めたりするそういうこ
とをやる、考えておる奉仕団依奉仕活動をやってお
る団体でございます｡最終的には世界の親善、世界の
平和に貢献しようという目的でやっておるクラブでご
乱､ます｡世界にどのくらいおりますかと申しますと2
万9千のクラブがご執】まして世界中には約117万人の
方々がおられます｡日本の国には22伽のクラブがござ
いまして12万人ぐらいの会員の方々がおられます｡広
島県では43のクラブがございます｡そして2,600人の
方々がおられます｡そういうの力覗Cの概要でございま
す｡RCではこの環境問題に大変力を入れておりまして
大きなテーマに今なっておるのでご乱､ますo各侭cが
たいがいの所に環境保全委員会という委員会をつくり
ましてそこでこの環境問題について取り組んでいる。
世界中でやはり取り組んでおりますけれどその中でも
この水について安全な水の提供ということは世界的な
テーマとしてRCでもこのことについての問題を取り
扱っているのであります。
次に、経済界におきましてもこの環境保全というこ
と力導附に大きなテーマになっておりまして環境会議
に所属させるかということ力毒えられ、言われている
わけです。この問題になりますと一つ大きな問題が出
てきますのは開発と環境ということが出てくると思う
んです。「開発すれば環境が破壊されるじゃあないか」
ということなんでありますけれども、一時前は公害対
策ということがあったのですけれどもその時には市民
団体の方々力澗発は全てやめよというご指摘をいただ
いてそういう市民団体がたくさんあったんでごさいま
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すけれども、我々が考えますのはやはり開発をしなが
ら発展をし、そして自然を環境を保護していく｡まあ
両方というのもあれなんですカミ両方いいとこどりを
やらなきゃいかん、これがこれからの環境問題にしる
我々自身が進歩し発展していくことにしろ、これから
の時代のやり方だというふうに我々は考えておりま
す。
そういった中でゼロエミッションという考え方があ
るんですけれども、これからの時代の考え方､構想で
す。どういうことかと言いますと地球全体の環境力吟
破壊されてきておる｡その地球というのは有限である。
有限で劣化する地球､fi球がだんだん限界がきてだん
だんくたびれてきておる｡そういうことは今や皆さん
誰しもが考えておられることなんですけれども、そう
いう中で持続可能な発展、この地球力特続しながら発
展していく、こういうことをしなければならん。これ
からこんなふうにならんにやならんのではないか、人
類は続けなきゃならんということであります｡こうし
た中で資源を循環する経済活動への移行ということを
実現しようという、それがゼロエミッションというも
のなんであります。具体酌に申し上げますとある産業
から出る産業廃棄物、それを他の分野の原料にしょう
じやないか。捨てるものを活かして違う分野の原料に
し、廃棄物をゼロにしよう。捨てるものをなくそう、
ゴミをなくそう。一つの資源として使おうではありま
せんか｡それがゼロエミッションの構想であります｡そ
ういうことがいま世の中にはこれからの時代には一番
といいますかどうしてもやらなきゃならん、21世紀は
そうした時代になってくるということがいわれている

わけであります。
水もまた同じであります｡水は無限にあるかと申し
ますと決して無限ではないのでありまして、我々の生
活一つ取りましてもこれは爵寸も者陰もみな一緒であ
ります。洗濯一つ取りましてもどんどん水を使ってや
っております｡あるいはトイレやらシャワーやら、
我々子供の頃かつて考えられなかった量の水を人一人
の生活の中でものすごく使っているわけです｡そうす
ると水も無駄になりますから水の循環ということを考
えていかねばならない｡これは都市で、広島でも現に
ありますけども、上水は水道水の水､下水は排水して
いく下水で捨てていく水なんですけども、その中に今
度「中水」という考え方があります｡現に今皆さんが
ご存じでしょうカミ紙屋珊也域､基町クレドビルやそ
ごうがあるあの辺りではどういうふうにやっているか
というと、上水･飲み水をいったん潮こして中水にし
てトイレなんかに使う水として循環させております。
こういう考え方がこれからの時代の考え方になってく
るわけです｡循環型社会になってくるわけです｡そうい
う技#勃言どんどんありますし、先ほどのゼロエミッシ
ョンをやりますと今度新しい技術力注まれ､新しい技
術が要求され､我々経済的な立場から言いますと新し
いビジネスがまたそこに生まれてくるわけです｡そう
していくのがこれから21世紀の噺晴だろうか、こんな
ふうに言われておるわけなんでご執､ます･
それから、上流域と下流域の関係です。よくあるん
ですけれども、なぜ上流域の方々が下荊副或の者の為に
努力しなきゃならんのか､上流域が損するのではない
か。そんなお考えをお持ちになる方もあるようです。
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まあちょっと考えりや全くそのように単純な見方をす
れば上流域力韻したことになる｡まあこういうような
ことがあると思うんです｡しかし、上流域の方々のお
かげで下流域が生きておる｡そういうような当たり前
の考え方といいますか、上流域の方々にその首っ玉を
握られているのが下祈誠なんですね。そういう実態が
あると思うんです｡しかしそこで考えていかなければ
ならないのは上流域と下流域のもたれ合いの社会oこ
れは大きな意味での循環社会ということにもつながっ
てくるのでありますけとミ上流域と下流域がもたれ合
っていく、そういうようなことになってもらわにやい
けんのではないかと思うのであります。
川についてですカミ川はやはり危ないというのがあ
りまして、ます羽昧これは雨が降ったものを保水、ま
あダムや緑の保水もありますけども、保水したものを
いずれ川に流さにゃならんという拘泳の役目がありま
す｡それから禾昧｡水を利用するそういう役目がある。
これらはどうかといいますと生活用水として利用し産
業用水として我々事実人々が|喪適な生活をするために
水を利用するという考え方､役目であります。もう一
つは環境がやっぱりあります。自然文化を確保する役
目があります。やすらぎとかあるいは生態系の保全と
かそういったことの役目も川はやっている。そういう
もの力斗||の樵旨としてあるわけでありますけれども、
それと同時にもう一つ、川全体を上流域、下流域とい
う考え方でなしに川全体を一つの河||として、先ほど
菅先生は運命共同体とおっしゃいましたけども運命共
同体としての役目力漣うんだということ、でなきゃな
らないんだと思うわけです。そうして循環型というの
は下流にある広島市ではいろんな蓄積された技術とか
そういったものをこちらへ還元する、また広島市で
我々力海日ストレスをいっぱいためてやつとるのをこ
ちらへ来てやすらぎを与えていただく。またそういっ
た技術がこちらへも来る、我々がこちらへも合流して
いく。そういう、自然と人間とｶﾂIIを通しての上流域
と下流域の関係ができればいいなあ。私は下f融斯t表
としてのものでありますけども、そういうふうに思う
わけであります。そしてそういう間柄カミその役割の
違うものとして上流域･下流域という考え方でなしに
一つの河IIとしての運命共同体として我々考えており
ます。
21世蹄』は循環型の社会であると言われておりますよ

うに、河||においても上流・下涌或が循環したそうい
う一つの共同体としてのあるべき姿があるんじゃない
かなあということを思っておるのでご乱､ます。

●中越 ありがとうございました。それでは次、
川内さんお願いします。

●川内 芸北町は大変素晴らしい所で自然豊かな
ええとこでごさいますカミどうしてもﾉV幡の将来を考
えるということでﾉﾛ幡の話が中心となることをお許し
いただきたいと思います。
全中尾会長から上流と下流の話をいただきました。
ちょっと冒頭に申し上げますと上流のもんは損だって
考え方があるだろうというふうにおっしゃいました
カミ上流は損はありません。上流はどんな水を流して
もいいわけでありますから、極端なことをいいますと
勝ち」なんです。下流より絶対上にいるんですから
水力悪くなることはないんです。いや汚く流そうとは
思っておりませんけども。これについても芸北町も大
変努力されておりまして合併潮上槽等の設置といった
ことも近年進んで、いい水を流すという方向に向かっ
ております。
このﾉﾛ幡高原､今日いらっしゃっている方は好きな
方いっぱいいらっしゃると思うんですカミ自然力豊か
ですよね。人|青がいい。自然力豐かなことをなぜ挙げ
られるかといいますと、まず人工林力沙ない。まあ、
冬の積雪等がありまして人工林力看たなかったのかも
分かりませんカミ八幡地区においては1,8141Bの山がご
乱､ます｡その内人工林力溺2，つまり人工林率が13％
なんですよ｡對上町全体ではお％ぐらいですけれども、
この低さが/U勝の魅力だというふうにとらえておりま
す｡それと、もともと湿原でご乱､ましたので開発が
遅れ、湿原として残った｡私たちここに住んでおりま
すのでこの刈番の自然の良さを、人間関係の良さも当
たり前といいますかﾀ梛から見た方がはっきりと八l'#
のことが分かるんじゃないかというふうにも感じてお
ります｡それとこの地域に人口力約4㈹人、1炉です。
これで生活しております｡どこでも一緒です力塙淵上
率も4切る近い、Uターンされる方力沙ない、後継者が
少ない。先ほどのお話では謝上町でも農業志望者が10
名ぐらい増えてきたという大変じ,強い話をいただいて
おりますけども、この八幡地区では年に1名多くて2人
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の方力驍っている。そういったことでどんどん高齢化
力弛みまして活力力落ちてきているということがいえ
ると思うんですね｡もう少し景気のいい話をすればい
いんですがごめんなさいね。
ここの八幡に「ふるさと運動推進協議会」というの
がご乱｡まして、町政と一緒になって5年くらい前か
ら何力地域おこしをしよう、良くしようという話を進
めています。昨年あたりは牧野先生のカキツバタの句
碑ができ、その機会にカキツバタの里づくりでもやろ
うかという話力塒ち上がりまして計画されたんです
カミ実行に至っておりません｡これ一つ見ましても人
口力沙ない、共通の考えを持った人力沙ない。同時に
空気はきれいだがお金がないということでなかなかで
きにくいところがあるわけですよ。
しかし上流と下流の話、これぜひお願いしたいと思
いますね｡先ほども話がご凱薊ましたように一本なん
ですから上流まで。なんぽ下流の人が憎くても水を止
めることはできんのですから、これは自然に流れま
す｡流れを止めることができんというのは一本で結ば
れとるんですね｡ただ、水は上流から文化は下流から
ということじゃあ困るから、上流文化をどっかで送り
たいとは思ってますけども。一つ交流の場を設けたい
と思いますね｡カキツバタの里づくりですよね｡これを
植えさせると言ったらちょっと違うと思うかもわから
んですけどもね、向こうから来ていただいて、こちら
休併田とかよけえあるわけですよ｡そこへ来ていただ
いて一緒になって植えていただく。一緒になって育て
る。まあ特典といったら切り花を少しお持ち下さいぐ
らいのことかも分かりませんけれとミそこは交流の場
になると思うんですよね、上流と下流の｡沢山の人が
/､幡高原に来ておられますよ｡植物やこういったこと
がメディア紹介される度に訪れます、ドッと｡残って
いくのは動物とゴミだけ｡上流を汚して帰るんです。
下流の人が来て上流にゴミ出して帰って行くんです
ね｡こういったことはマナーの問題もありますけども
避けたい｡そういうふうに思いますよね｡避けるために
は何が必要か。やはり交流だと思うんですよね。
それからもう一つカキツバタの里づくりで将来はイ
ベントにつなげていきたいと思うんです｡カキツバタ
の祭りとか牧野博士にちなんで白いカッターシャツに
刷った、あるいはすりつけるとかして楽しんでもいい
じゃないですか｡そういったもので結び付けていけれ

ばb従来のイベントは地元が企画して運営して、来て
見ていただいて帰っていただく当日勤ﾛですよね｡そ
うでなしに企画から鋤Ⅱしていただいて一緒になって
つくっていく｡こういうことカミふるさとづくりにつ
ながると思うんですよ。
ここは､見てもらうと分かるように緑豊かですから、
住んで本当に気持ちいいとこですよ｡広島市内のコン
クリートの壁に住むようなもんじゃない｡だけど 活
力・経済力、それはちょっと育ちにくいんですね｡地
場産業もない、交通も不便と冬季の積雪等もありまし
たけれど、育ってない｡昭和46年頃からビニールハウ
スなど導入されまして夏場の軟弱野菜ホウレンソウ、
トマトそれと花卉もかなりできてきましたね｡そうい
ったもので1蝉f余り力溥業農家、あとは兼業農家でし
よ｡日曜百姓です｡行事はどんどん町とか入ってくる。
その合間をぬって土手草刈らなくてはならない｡寝て
る暇ない。そんなところへ元気出せ出せというの力無
理なんですよね。
ということはね上流からきれいな水をポンプします

から下流から元気をくださいということなんです。一
緒にやりましよということなんですよ｡八幡の人口4㈹
人です。ノU勝の好きな人力城島市内で例えば千人に一
人おっても一千人おるんですよ｡その人が一度に来て
くれたらすごいことになるでしよ。一緒になってでき
ると思うんですね｡共通の考えを持った人力藻まるこ
と、共通の考えを持って進めるということが今からの
ふるさとづくり、それぞれ利害関係がありますんで地
元の人たちといっても無理なところもありますけれ
ど、好きな人力漠まってきてイベントする場合には、
これは珊旨|生があると思うんですよね。
もう一つ例をとりますとﾉﾛ旙には聖湖マラソンとい
う大会があります｡鋤ﾛ選手2,知人超える大きな大会
です｡これは町と地元が一緒になってやっております。
これにはﾉu幡地区から2m名以上の運営する人が出て
いるんです｡人口4⑩人ですよ。その中でこのレースの
場合130～140人おられる高齢者､子どもも卵人もおり
ますね、それを除いた全員が出てこの大会やってるん
です｡これ以上この地区だけで元気無駄にするために
イベントを増やすことは出来ないと思ってるんです。
それよりも、みんなと一緒になってちょっとでもいい
から下流と上流で手を組もうということを今日お願い
申し上げて、私の話とさせていただきます。
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●中越 ありがとうございました。
パネルディスカッションですので、今からそれぞれ4
人のなかで議論をお願いします。鴻上さん、皆さんの
お話を聞かれて何力偲われることはありますでしょう
か。

●鴻上 私自身この八幡に足を踏み入れたのは初
めてなんですけれども、やはり山の色力塙知とは全然
違って、これは入ったとたんにやすらぎの気持ちを持
つような感じの場所なんですね｡しかも平地であった
集落なんかもﾖ賄に落ち着いた様子でなん力私たちか
ら見たらﾖ隙に豊かな所だなという印象をものすごく
持つんですね｡いま私は高知では都会の海辺に住んで
るんですけれども、そういう所は私たちから見ると非
常に魅力があるというところだと思うんです｡八幡の
湿原なんかを見ましてもあそこ恐ら<これからコース
も整備されてそれからボランティアの方々で町の人た
ち誰に聞いても植吻のことをよく知ってるなという、
町の人たちがガイドができるようなそういうシステム
ができたらｦ隙に僕はおもしろいんじゃないかなと思
うんですね。
しかも『高原の自然史』というｦ常に立派な雑誌が

できておりまして剛寸単位であれだけのものを出して
るところは他には無いと思います｡これは非常にレベ
ルの高い内容ですし、あれをやはりこれから続けてい
って、しかもそれの普及版みたいなものを出していっ
たらｦ隙におもしろいものができるし樹勿図鑑的なも
のをつくっていったらいいんじゃないか。その拠点と
してやっぱりビジターセンターとか博物館的なものが
できればこれはもう本当に最高に存在する人にとって
はありがたい場所になるんじゃないかと思ってます。

●中越川内さん今の副驍、いかがでしょう力も

●川内 そうですね｡やはり先ほど申し上げたよう
に、外から見たん勝の自然というのは好E隊を持たれ
て、だけど実際そこに生活しているものはなかなか大
変な苦労があると思うんですね。
ボランティアの育成についてですカミ町の方も湿原
とかに関しては自然保護レンジャーというのを設けら
れていろいろやっておられるんですよ｡交流の場を持
ちたいというのは、自然保護レンジャーと「八幡の自
然を守る会」というのがあるんですけれども｢JW1番湿
原を守る会」の会長も自然保護レンジャーのことをよ
く知ってはおられますけど苅芯はない、ここがおかし
いんですね。バラバラに機能しているんです｡ですか
ら一回自然保護レンジャーの方々また自然を愛される
方々力演流の場を持ちたいなあとは思いますね。

●中越鞍打さん、あなたの上流の方からの{I静賎
信とそれから下流からの期待とかきっとあると思うん
ですけど、そのへんは早川町の特l生と上けくてどんな感
じですか。

鰯封］うちの町では、上流･下流という一つの川
の中ではないんですけど､者肺・爵寸交流というのを
研究所ではなくて役場の方でやっております｡東京の
品川区の方とやってるんですけども。まあやはり1畔
くらいやってるんですけども､いろんな問題があって。
者肺の人は早川町の方に来て自然とふれあい楽しいん
ですけども、やっぱりこっちはどうしても疲れてきち
ゃうんですよね｡それでまあ1畔もやってると品川の
人たちもリピーターとかも多いんで他にメニューはな
いかっていうことでいろいろ探すんですけどなかなか
難しい｡それで瀞棚Iとしては一つはお金を落として
くれるということもあってやり始めたこともあると思
うんですけども、やっぱり物とお金の交流だけでは本
当の交流ってのは全然成り立たないんことが最近やっ
と分かりかけてきてるんじゃないかなと思います｡ま
あ役場がやってる滑肺・爵寸交流、品川との交流って
いうのも一つのきっかけとはなるとは思うんですけど
も、その中で考肺と鬮;1個人同士の結びついて〈よう
な交流ってものが生まれてこないといけないんじゃな
いかなと思ってます。
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研究所でやってることとして先ほと｡川人のホーム
ページという町民一人一人を紹介するというのをちょ
っと紹介しましたけれど、これもそういう意味があり
まして、早川町のさまざまな人たちの持ってる文化と
か知恵とか、そうしたものを都市に情報発信して、
｢この人に会いたい」「この人の話を聞いてみたい」っ
ていうような形で、そこから個人同士の苅面が生まれ
たらいいんじゃないかなと思います。

紳越街から具体的に出来ること、その水の使い
方については確力循環施設で節約するとかいろいろあ
りましたけれど交流という具伽勺なご提案というも
のはあるんでしょうか。

●中尾 実はちょっと私、先週仕事で信州の安曇野
へ行ってまいりました｡非常に自然環境のきれいな所
でして、こないだNIKでも放送していましたからご覧
になった方多いと思うんですカミ21世紀へ残したい日
本の風景の一つにこの安曇野力挙げられていました。
私はたまたま仕事で行ってまいりまして、大変水のき
れいな掬||力流れてまして、ちょうど今ここと同じよ
うに田んぽへ苗を植えられた後､ヨ隙にきれいな、本
当のふるさとという感じを見られたんですけれども。
先ほど鴻上先生おつしやたように、こちらのﾉU幡へ来
てもやはり同じような感|青を私待ちました。
私ども思いますのは、やはりこちらの上流域といい
ますか對寸､特に八幡などは典型的な所でありますけ
れども、我々都市の人たちの心を癒すといいますか、
そういう場であってほしいわけです｡そういうことに
なると、どんどん我々がこちらへ来てさっきもお話が
あったんですがこっちへ来て何をやるか。少しはお金
を落とすかもわからないけども、ゴミを落としたりゴ
ミをグチャグチャにするとか、あるいはその風紀を乱
すとか自然のものなんか関係なしにものを採って帰る
とか、そういうようなことがありがちなんですね｡そ
のために「ﾉﾛ幡湿原は有名なんじや、ちょっと行って
みようや､ちょっと採って帰ろうや｣そんな話になる。
ゴミはいっぱい散らかして帰る。こういうようなこと
になろうかと思います｡最終的には私はここでやはり
モラル、教育の問題じゃないかなと思うんです。
具体的な話というのはｦ隙に大きな話になるわけで
はありますけれども、やはり私は一人一人の心のあり

方というものを、これから21世紀に入っていくわけで
すけれども、考えていかなきゃならない時代が来てる
と私は思うんです｡そして私はまちおこしという言い
方をしておりますけれども、こちら"、例えばこのﾉU幡
へ来て我々は心を癒したりこの自然のふるさとそうい
うものを感じて我々は豊かな気待ちになる、そういう
場所を提供してもらう｡そしてその後この町にたくさ
んの方が来られ、この町力括|生化していく｡そういう
もたれ合い。まあ想像的な話ですけれども…。私は大
切なことじゃないかなと、そんな気がいたします。

●中越 これは言ってもよろしいですか｡いただい
てる用紙の中に肱島訓腿Clm名、陶阻c､安(叙に加
えると加名、会社の数でいくと2”社、最；鍬に約1叩
名1⑱社、年に一日宿泊型の環境教育やボランティア
活動というふうに書いてありまして、もしもこれが
実現できれば先ほど川内さん力渭ってた'川名はす
ぐ実現できるというわけですね｡私もRCの皆さんと昨
年来いろいろおつきあいしてますけども、会社の社長
さんであると力病院の院長さんだったりなんかするわ
けで、トップダウン式に全て力辮決するのであれば
これを実行していただければ大量にマナーの良い方
たちがやって来ていただける。これはまさに具体白樅
案じゃないかと私は思って拝見してたんですがb数の
力というのはすごく大事だというふうに私は思いま
す。
先ほと早川町1則名弱という話がありました。すご
い広いとこなんです｡私も南アルプスに行くために通
ったことがあって､いつまでたっても早川という所で、
勿論こう言っては何です力喧も悪いんですけども時
間がかかる｡いずれにしても人の数っていうことだけ
に頼ることもどうかとも思いますけれども、やはり訪
れていただかなければあの良さは広がらないので、や
はりどんどん来ていただくような仕組みが欲しいかな
というふうになるんです。もう一つ会長力言っておら
れないことに、雪霊水ってのがキーワードにある。

●中尾 臥龍山の雪霊水を前に飲ませていただい
て大変感激しました。大変おいしい水で、何か聞くと
ころによりますと広島の方から、あるいはもちろん地
元の方もそうでしょうけれども、あの水を酌みに来ら
れている方がある。まあこれならあるだろうなという
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ふうに思いました｡あの高い山の上からああいう水が
出てるという、臥龍山の自然環境力浪いからだと思う
わけです｡ですからこのﾉV幡にああいうようなすばら
しい水が出る。この水はもっともっとご利用になった
らいいんじゃないかなという気がいたしました。

●中越 先ほどの話で鞍打さん、町で水を売って
おられたとか。どういう名前の水ですか。
●鞍打「フオッサマグナの笥罰〈」です。
●中越 売れ行きはいかがですか。
●鞍打 大量生産してるわけではないんで、まあ
ぽちぽち売れてるとは思いますけども…。
●中越 なかなかそうたくさん売れない。いずれ
そういうニセものが出たりして大変なことになるかも
しれませんカミ大変おいしいことは間違いないです
ね｡確かに川内さんおつしやたんですけど自然力渡っ
ているということもあるんですけれども、農業もして
いるわけですね。その農業という業瞳を通じて、例え
ば上流と下流との交流というのは、決してその廃田や
休耕田を利用する花づくりだけではないと思うんです
けれども。何か具体的に産業というのかな、そういう
ような視点から何かごさいませんか｡/U幡だったらこ
れがいいんだとかっていう。

GII内 そうですね。産業といいますと農業になっ
てしまうわけです｡一つはですね｡先ほと話があったこ
のﾉⅦ縞原のいい自然を観光に結び付けていけたらな
あとは思うんですカミ悲しいかなノウハウを持ち合わ
せていないんですよね｡それを今教えていただきたい
んです。
ここで生活しているとむしろ今の中尾会長の方力雪
霊水の話からﾉU旙のことよく見ておられます｡私ら、
雪霊水か､あっ湿原か､という感じで捉えてますんで。
そりゃ雪霊水もありましたよ、これをなんかうまく取
り特産地にしようというような企画もあったんです
よ｡割ﾛの方に見に行かれましたカミうん千万かかる、
じゃあやめよう｡そうい形になってきているんですよ。
ノウハウがないからもし失敗したらということでその
投資をできない｡そこに産業力清ちにくいところがあ
るんですがbまあ環境・自然は金かかりませんね｡だ
ってその散策道付けたりすると金がかかると思います
けれども金かからないこれを利用しての観光と、それ

が農村ツーリズムといったものにつながっていけばな
というふうに思います。

●中越 司会として私が何人かに指名させていた
だいたわけですけれども。ご意見をお聞きになって、
いかがでしょうか。

●鞍打 私、上流域のまちづくりをやっているん
ですけれども、やっぱり今あるような産業をどうする
か、人口をどう増やすかとか、そういった問題を解決
する方法ってのはないと言っても過言ではないんじゃ
ないかと思います｡そこで早川は本当に価値観を転換
してこの地域でどうやって楽しんで生きていくかって
いう方向に向かってるんです。
これから爵寸にも徐々に者陰からの移住者ってのが
鯛増えてくると思います｡そういう人たちがどうや
って地或を選ぶか。早川町にも10人ぐらい移住者がす
でにいるんですけども、やっぱり町がどういう取り組
みをしているかつてことがすごく大切なようです｡そ
れから、そこに住む人々が地或をどれだけ楽しんで生
きているかと、まあいろいろ問題も多いんで嘆いたり
することもあるとは思うんですけれども、その自分た
ちの地域をどれだけ楽しんで生きているか。それが本
当に重要になってくるんじゃないかなと思います｡早
川では始まったばっかりですけとミこういう人力沙し
ずつでも増えていけばいいなあと思っています。

1 -

●川内 湿原が今陸地化してるってこの前新聞に
中越先生力書いておられましたね｡それで陸地化を防
ぐ方法があれば話していただければb今日地元の人お
られますから、そういうことで協力してあるいは県の
方にお願いしたりとかいう方法とれるかなと思うんで
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すがb方法としてはアカマツを切るとかササの侵入を
防ぐとか、そういったかたちですか。

●中越 もちろん湿原を守るというのは、今湿原
を|増上させる要因となっている侵入植物を排除すると
いう方法もありますカミもっと土木工事のようなもの
で湿原を新たに造るという技術も実際にはあります。
中国横断道で岡山県の例なんですけれども、そういう
湿地を新たに小さな湿地だったものを大きく出来た
り、大きくしたりする技術はあるんですカミその場合
それに見合うだけのプロジェクト代価があるわけです
ね｡その道路をどうしても通さなければいけないから。
だったらその湿地はもとよりは良くしよう｡/UII爵の場
合、なくなる湿原に対する価値というのは学術的ある
いはその自然保護上の重要性であって、それに変わる
例えば道力咄来るからとか、そういうことではないわ
けですね｡それがｦ隙に職りな問題なわけです。
これはいたるところで起きてる問題で、先ほど中尾
会長の方から話があった開発と保護との両立という問
題カミ広い意味では両立ということもあるんですけど
も、それは開発というｲ粥がある時に保護という問題
が出てくる関係の保護なんですね｡始めから保護だけ
しなきゃいけない場所の保護というのは、これは予算
がないというのが一般的な常識です。
私､建設省と環境庁と両方に関わっていろいろ環境
アセスメントの審議会だとかいろんな委員をさせても
らってます｡建設省はものを造りますからお金があり
ます｡そのお金を何%か、いわゆるオーバーヘッドと
いうんですけど､先に環境保全の予算として抜くわけ
ですね｡抜いといてそして事業をやって、いくらの事
業だからこれくらいの保護のお金を回せるという｡環
境庁は、自ら環境保全するための予算を持っていない

んですよ｡ですから、そばにいってああしてください、
こうしてくださいというだけでして、自分のお金で出
来るのは国立公園の看板を替えたり、ものすごく広い
国立公園の管理事務所にせいぜい1人か2人を潮註させ
る給料を払う程度なんですね。国定公園にはそういう
レンジヤーもいませんから、ここにはいないわけです
ね。だから湿地だとかブナ林でいたずらしても文句を
言える立場の人力吟いないわけですよね｡これはずい
ぶんの違いです。1人でも居るのといないのではすご
く大きな差です｡そういう保護力揃提となっている所
の本当の意味での保護というのは大変難しい。
私の経験ではうまくいってる所で言えば北海道で
は自然保護の為のNm､環境保護団体力埴接そういう
事務所に入っていって一緒に仕事をしている。保護す
るといったようなことです｡それはちようとｿ||内さん
力潮待されているようなグループなんですけども、違
うのはそのイニシアティブをとっているのが国立公園
の管理事務所なんですね｡ですからこうしたちゃんと
した経緯のあるところではそれが実現される｡まあは
っきり言えばこの地区で言えば国定公園ですから広
島縣ﾛ事ですね、広島県斑鳩勃言しっかりした意識を持
ってそういうものを組織していけば県が窓口になっ
て、そういうレンジャーのようなもの、環境保護団体
を組織して、そこに権限とかそういうものを移してや
ってもらえればそれは可能なはずです｡間違いなく可
能です｡これは森林保全課の中に野生生物の保護をす
る担当官が=応ちゃんとしたポジションとして存在し
ていますので、個人じゃなくってそういう方から広が
る、そういう所へ相談を持っていってその細謝こして
もらうということは可能だと私は思います｡それはご
く普通に地方自治体で行われていることですね｡早川
町は国立公園の領域に入っているんですかね、j脇と
かは。
●鞍打 斗臨は隣の村なんですけども。
●中越 あれは中部山岳国定公園です力も
●鞍打 南アルプス国立公園です。
●中越 自然保護等何か事業をされてるんですか。
●鞍打 国立公園内ではないですけど､福寿草の
群落をお年寄り力渉いて見回りしています。
●中越掴勿の盗掘などの問題はないですか。
●鞍打 いろいろあるのでしょうけど､今やっぱ
り問題になってるのは、登山客のし尿処理ですよね。
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●中越 植物の専門というお立場で鴻上さん、植
物を採っていくというのがいかに困ったことなのかと
いう理屈を、ちょっと一般の方がたくさんおられるの
でご披露いただきたいのですが6

●鴻上 実は植物園の仕事としてレッドデータブ
ックを作りました。そのレッドデータブックの中でも
特に、森林系のﾎ鋤・岩場の植物それから草原系の植
物･水湿地I生のｵ鋤・海岸|生･河岸|生のﾎ鋤というよ
うなかたちに成育環境を分けるとすると、海岸と水湿
地高知県の場合海岸が一番ひどかったんですけど
も、自生在来種に対する”6力沌滅の危機に瀕してい
る｡それから水湿地性の植物は36%の植物がすでに絶
滅の危機に瀕している｡その要因をずっと調べていま
すと、高知の場合とくに山野草ってのを好む人がたく
さんおりまして、そういう人たちの盗掘がﾖ常に多い
んですね｡とくに蘭洲直物ってのがありまして、高知
は蘭科植物がｦ常に種類力豐富で12例重類ぐらいあり
ます爪その内の”茂丘く力弛滅レッドリストに載っ
てるという状態。高喪唄の場合は個体数はﾖ常に点々
と点在しているという状況なもんですから一株採られ
てしまうとそれでもう無くなってしまうという産地が
たくさんあるんですね｡そういう所がたくさんあって、
それに対してどうやってそれを防いでいくかっていう
ことをいろいろやっぱりこちらとしても考えてはいま
すが、これといった決め手というのは無いわけです。
もうモラルに訴えるしかないんです。
それとともにﾖ隙に重要な#鋤力嘆中して生育して
いる場所ってのがどうしてもありまして、そういう場
所は例えば子どもたち、その場所を校区にしている小
学校なんかを環境教育の場として使っているよという
ことを新聞に大々的に幸随してもらうとか、そういう
子どもたちがずっと観察を続けてるんだということを
わざと立て看板で立ててあるとか、そういうふうなこ
とで広く一般に知らしめて。しかもその場所の人たち
がそういう場所なんだということを認識してもらうこ
とによってある程度は防げるんじゃないかというふう
なことを実際しているんですカミなかなかこれといっ
た方法は無いんですね。

●中越 植物の保護の問題というのは大変厄介で
して、ここは大事な場所だからと言うこと自体が人を

呼んで､悪い人を呼んでしまう原因になってしまうこ
ともあって大変深刻なこともあるんだろうと思うんで
す。いずれにしても、こういう環境保護の問題を考え
る時にはやっぱり人間を性善説で対応していかないと
交流もそれこそ交流の前の会話も成り立たないんだろ
うと思うんですね。
私なりに皆さんの話を聞いて、交流会に来られない

方もおられるかもしれませんので、ちょっと発展的な
まとめのようなものをさせていただきます｡昨日作っ
たもんですから、今日の話全部をカバー出来てないか
もしれません。
菅先生からもお話があったし、ここのパネラーの大
半の方力洞意されていると思いますけれども原生自然
の保護というのはこれは火急の問題です｡超一級の自
然がここにはある。例えば湿原をどんなふうに守るか
というのは大きなポイントなんです。これ力洗ほど申
し上げたように、その予算的なバックグラウンドがな
いところがつらいわけです｡ですから、じわじわ劣化
していく環境をどのように保護すれば良いのかという
のは相当力を入れてやらなくちゃいけないことだろう
と私自身思ってますし、このことに関しては私自身は
研究者としてできる限りの貢献をしてみたいと思って
ます。
それから林業はあまり盛んではないというとこです
けども、林業というよりも農業に関わる山林の経営と
いうのはあるわけですね、里山とかもありますし。そ
れから雲月では火入れなんかもしていますので、そう
いう意味ではあくまでも持続可能な林業を行うという
ようなことがどうしても必要で、新しい産業をおこす
というのはあまり向かないのではないかと思います。
それは皆さんかなりおつしやてたし、それでもまだ人
為的な限界があるいうようなことですね。
鐇目に、適正な土地利用、これについてあまり議
論はありませんでしたけども、廃田や休耕田になると
ころが農業生産の高いところ、たまたまそこでの農業
をおやめになる人がいるためにそうなることが大変よ
くないことです。生産性力塙いところはあくまで維持
して生産|生の低いところに関してはそれは他のカキツ
バタを作るだとかそういうものに変えてもかまわない
かもしれません｡いずれにしても適正な土封鯏用とい
うの力垳われるためには町内の人たちのコンセンサス
がいると思うんですね｡その町内の情報の交換､意思
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の疎通がしっかりしていないと適正な士封鯏用という
ものはできないだろうというふうに思います｡それか
ら封上町に限って言いますと、田園空間博物館という
構想は今進んでおりまして、このことはあとちょっと
ご紹介します。
それから交流をしなければ良さが分からないという
ことはなんべんも話に出てまいりました｡そのかわり
に来たのはいいけれどもトイレがないとか、レストラ
ンがないとかっていうような受け入れる側の方の環境
整備というのはこれはかなり重要ですね｡これがない
ために例えばそれも変な話ですけれどもゴミ箱力無い
からゴミを落とすという論理もあるわけですね｡持っ
て帰ってもらうための最初の手段としては例えば皆さ
ん力喋まる場所にゴミ箱を置いてそしてそれを回収す
る｡実際、私は今年の矧寧伽蝋想の関連でスキー場
を調査させてもらいました｡スキー場ですべてがきれ
いに分別してゴミを分けてる所とそうでない所とあっ
たり、特にスキー客がピーク時になる非常時にはかな
り汚れていたような気がいたします｡そういう意味で
やはりこちら側地元の方も環境整備というのをぜひし
ていただきたい。
もう一つはここの綴斉発展ということなんです。そ

れは観光でもよろしいし、それから特殊な農業でもい
いんですカミより付加価値の高いものを考え出さなく
ちゃいけない｡これは競争なんですよ。どこのまちも
みんな同じもの、すばらしいものを作ってしまえばそ
の価値は下がるわけでして、ノロ幡なら刈番のものでな
ければ困るというものを作らないと競争になりませ
ん｡しかもどこかがやってるからってやった時にはも
う遅いんですよ｡どこかがやってますから｡やっぱり自
分たちで考えなきゃいけない｡皆さん野良仕事が終わ
った後でも集まっていろいろ議論されているのは聞い

ております｡例えば芸北町でいえば箸ﾛ西という地区
ですけとミここでは大割liをどういうふうにすればい
いかつてことで、学校力無くなることを契機に学校を
宿泊施設に変えたり、そういうプロジェクトがどんど
ん進んでおりまして、やはりそういう新たな方策を考
えなくちゃいけない。
それから、皆さんにチャンスが来てる、封上の方に
は特にチャンスが来てるということをちょっとご紹介
したいんです。これは農水省が作った絵です｡こんな
まちが在るのかどう力知りませんカミ何となくﾉU幡に
似てるんで持ってまいりました｡盆地があって盆地の
周りに山があって、奥の方に高い山がある。頂が冠雪
している。川もある｡こういう閏寸っていうのは日本
の文化の基盤であるという考え方から博物館の構想が
生まれたわけですね｡これは割上町がこの事業採択を
受けておられるわけですけれとも
じゃあ封上町ってのはどれぐらいの位置づけになっ

てるのかといいますと、全国でも28ほど受けているわ
けですね｡北海道からはじまって南は熊本県まで。そ
れで広島県では唯一芸北町がその町域全体が農村のエ
コミュージアムであるという考え方なんですね｡場所
としてはオークガーデンを中心にするということにな
ってます｡このリストを見ていただくと、ヲ賄にはっ
きりしていることがあります｡島根県、私何度も調査
に行ってますが大変保守的です｡なかな力言うことを
聞いてくれません｡林業にしても何にしてもそうなん
ですカミそれはやっぱりかたくななことが大切なんで
すね。今まで芸北の人は、そうそうは言うことを聞い
てこなかったんですよね｡そのかたくなさ力吟のいい
場所を守ってるとも言えるわけです｡逆に言えばそ
ういう資源として見れば数少ない資源の日本における
分布だと考えればいいんで、そうすると島根県にこん
なにたくさんあるんですね。それこそ大都会周辺のな
んというかもうすでに混住化力唯んだところは全然入
っていません｡というのは、今だからやらなくちゃい
けないプロジェクトなんですね。
なぜこういうプロジェクトがあるかというと、もう
こういうことをしないとある空間全体の、凍結したい
と思うくらいすばらしい環境力撫〈なるということに
なりそうだからです｡これなんか私は思うんですけれ
ども、ユネスコの世界遺産の景観高陰の非常勤委員・
アジアの委員をしてるんですけども、何度か日本の候
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中誠信和
補地を挙げていますけとミ日本はいまだに文化的な景
観っていうもので採択されていないんです。一つそれ
に近いところでは岐阜県の白川郷というところが採用
されている｡これもやはり文ｲ瞳産として採用されて
まして景観遺産じゃないんです｡私が文ｲ院に提案し
たのは合掌造りの茅場､伝統的に茅場ってのはあるん
だけどその茅場も含めて全部が大事なんだというこ
とを申し上げたのですカミ結局は建物とその周辺だけ
になってしまった｡大変残念でした。
奈良では、これも東大寺だとか若草山とか堂語陪め
てもっと広い範囲に指定をかけてもらうようにお願い
があったのですカミ結局建物と建物の間はバッファゾ
ーンということで建物を少しきれいにしましょうとい
うくらいの、古都奈良全体を保全するところにやっぱ
りいかない｡そういう意味では日本では出来ないんで
すね｡ユネスコ委員の目はものすごく厳しいです｡大変
シビアです｡その委員長ってのはイギリス人でヘンリ
ー・クレアーという人ですけれども、私より日本をよ
く知っている、日本の景観について｡どこそこに行け
ばどうだとか､先ほど挙げたものの中に彼が推薦して
る町が幾つか含まれてるんですね｡だから、ああ賢い
人だなあとつくづく思いましたがb何の為に来たかっ
ていうと進駐軍と一緒に日本文化の原点は何かってこ
とを探すためにやって来てるので、いろんな所に調査
に入ってる｡ですから私以上に日本の自然をよく知っ
ている人で、候補は結局はダメだと何回も言われた。
ネパールにも負けてますし、フィリピンにも負けまし
た。つい最近はインドネシアのバリとの競争もありま
した｡何回やっても日本からは通らない｡まあ、それぐ
らい日本は大事な資源があるんだけども、このままほ
っと<と、それ全てを失う｡今回の田園空間博物館は

そういうギリギリの線で採択されているものだと、私
は劃上町は今位置づけしたい｡對上に似たような所も
いくつかあるんだろうと思います。まだきちんとチェ
ックしてないんですカミこのリストではブナ林がある
林域にあるまちとしてはほんと獅寸しかなくて、すご
くこれは大事だなというふうに思っています。
そんなことで、今日は4人のパネラーの方それから
テーマトークとしては2ついただきました。私たちと
しては、このシンポジウムそのもの力智さ刷冑報の提
供になったというふうに思っておりますし、それから
また何といってもこの企画の一番大事なのは、とにか
く上流に行きましょう、そして太田川をもっと見つめ
なおそう。そしてｲ嚇亦足しているのかというと自然
力邦足しているのではなくって、人が下足してて交流
がないということなんだということ。この後､可能な
限り交流の場で更に議論を深めていきたいというふう
に思います。
パネラーの4人の先生､大変ありがとうご乱｡ました。
これで閉会としたいと思います。

このテーマトーク、シンポジウムの言醗は広島県土地改良
事業団体連合会の秋山浩三さん、原山知子さんのご協力に
より編集しました。
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観察会 q↓■

①牧野富太郎博士の足跡をたどる植物観察会
●案内人
関 太郎（広島大学名誉教授､植物分類学）
伊藤之敏（牧野博士を尊敬する掴勿愛好家）
豊原源太郎（広島大学理学部助教授）
吉野由紀夫
●参加者数/1 19人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑰ ● ● ● ●

【感想】
柳Ⅲ編嫡二(芸北町ｿv幡在住）

6月4日、少し肌寒いくらいの曇りの朝。受付に
続々と集まる講座封ﾛ者o5コースの内このコー
スは一番の目玉で、鋤Ⅱ申込みも1㈹人を超えた
模様…。
まずは徒歩で牧野博士がカキツバタを見て感激さ
れたという上田郷が見える位置へ行き、64年前に
牧野博士を案内された児玉集氏の話を聞く。そこ
からあぜ道を下り民家の間を抜けて、大林への道
を歩きながらﾎ鋤の説明を受ける。
それぞれの植物の名を書き留めた紙をホッチキス
でとめるという、多数の受講者に間違いなく（聞
き違いや離れた人にも後から分かるように）植物
を確認できる合理的な方法にびっくりし、なるほ
どと納得した。
先生力説明されるもの以外にも皆さん熱心にあれ
これ質問され、あちこちに小先生もいたり、多人
数にも関わらずなんと力進行していった。
サワオグルマが一面黄色の休耕田、カンボクの花
を眺めながら臥龍山麓公園へ入り、牧野博士の句
碑へと向かう。今年は少し寒いので、まだレンゲ
ツツジがたくさん鮮やかなオレンジ色に咲いてい
た。句碑前では、牧野博士がカキツバタに感激さ
れてハンカチやワイシャツに紫汁をすりつけたと

いう故事にちなみ、鋤ﾛ者で白布にカキツバタの
花汁で自分の名前などを書き染めた。



②八幡湿原の環境保全ワークショップ

●案内人
中越信和（広島大学総合科学部教授）
白川勝信（広島大学大学院生）

●鋤ﾛ者数／15人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【感想】
舛見昌子(芸北町II小田在住）

環境保全ワークショップに鋤Uさせていただいた
一人です。
中越先生に説明していただきながら草刈りの場所
まで行きました。私は草刈りをしたことはなかっ
たのですが､鋤ﾛの皆さんと良い汗を流しました。
笹で樹刎看たなくなっていることに驚かされま
した。それにカキツバタも少なくなって、あちこ
ちに咲いているほどです。
今までは何の気なしに見たり聞いたりしていまし
たカミ草を刈ってみると、その下には育とうとし
ているﾎ鋤が侍っていたかのようにしているのに
感動しました。
牧野博士についても中越先生から聞かせていただ
き、その数日後には高知県立牧野植物園へ研修に
行き見せていただきましたカミ在りし日のお姿が
良く分かるようにできていました。採集された植
物標本がたくさんあり、見ることはできなかった
のですカミあの中にはﾉU幡湿原のものもあるのだ
ろうなと思いながら後にしました。
草を刈った場所では樹勿が元気に育っていると聞
き、鋤pして良かったと思います。これからも八
幡湿原を見守っていきたいと思います。

瀧蕊 :漁聡
翠呼 L

嘩噌L
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③苅尾山（臥龍山）を歩く～源流と水とブナを訪ねて～
●案内人
広島県山岳連盟有志
和田秀次(広島県環境保健協会）

●参加者数／62人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【感想】
木野村暢洋(芸北中学校教師）

木の幹に耳を当てても何も聞こえません。
では、木の幹に聴診器を当てると、どんな音がす
るか知っていますか？葉力楓にそよぐ音？木力泳
を吸い上げる音？でも、確かに聞こえます。
今回､（I剛､学校から千町原､苅尾山と歩く中で、
広島県山岳連盟の方力溪際に聴診器を当ててその
音を聞かせてくださいました。よく耳を澄まさな
いとわからないような「ゴー」という今まで耳に
したことのない独特の音。山岳連盟の方によると
｢水を吸い上げる音かな」とのことでした。
山を歩きながら、鳥の声に耳を傾けたり、足元の
花をながめたり、今まで見落としていたことや知
らなかったことをたくさん発見することができま
した。
ふだん山を歩かない私ですカミまた機会があった
ら歩いてみたいと思います。



④カキツバタの手入れ教室
●指導者
岩田和美（八幡湿原を守る会会長）
八幡湿原を守る会
●鋤ﾛ者数／20人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【感想】
講師：岩田和美

カキツバタの手入れ教室を多数の方に受講してい
ただきありがとうご乱､ました。
カキツバタは古くから人々に愛好されてきており
まして、水の条件が良ければ容易に育てることが
できると思います。アヤメ科にあってその仲間と
違うのは、四季咲きの性質を持っていることで長
い期間花を楽しむことができます。
皆さんには、まずはカキツバタに触れていただく
ためにもと思い、株芽を植えていただきました。
水生ｵ鋤は生育旺盛で、つくる方から見ても容易
にできてくれます。3年くらい経ちますと株がこ
んできて花立ちも悪くなりますので、鎌などで株
を間引くなり植え変えをこまめにして、株の充実
を図る必要があります。夏は暑さから葉焼けをお
こし弱る状況もあると思うので肥料を与えて見ら
れると良いと思います。
次に皆さんには草を刈っていただきました。株の
周りの除草に努め株元に光を入れてやること力埖
立ちを良くする秘けつと思います。時には葉を刈
り取ったり、いろいろやっていただきたいと思い
ます。
水辺に咲くやわらかく優美なカキツバタを見なが
ら、今回の企画に感謝しております。

琴 舞 悪 辱 鐸
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⑤野花をつかってリースづくり教室

●指導者
田村勝子（ﾉU幡高原・野花の館主宰）

●鋤ﾛ者数／15人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

菅谷美恵子（横倉山自然の森博吻館友の会
フオレスト･クラブ会員）

趣味でドライフラワーをつくっておりますので、
友人から今回のシンポジウムへのお誘いを受けた
とき、迷わずリース教室に申込みさせていただき
ました。
喫茶店で美味しいコーヒーをいただいた後､工房
を見学させていただきました。まず、素材を集め
るには大変な労力を必要でしょうに、ドライフラ
ワーの種類の豊富さ、そしてその花が自然のまま
の色力號っていたことには驚かされました。特に
アジサイの色が良くでていたのには感心､させられ
ました。
リースづくりは、素材をうまく活かせるか多少の
不安はありましたカミ田村さんに丁寧にアドバイ
スしていただき、おかげさまで色使いをはじめ、
とてもセンスが良いリースを楽しくつくることが
できました。心よりお礼申し上げます。
最後に、田村さんや芸北町をはじめ主催された皆
様の益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

【感想】



LETTE R
●今回の企画は、最新のリモートセンシングによ
る地球環境の研究、地域間交流、ネ創勿学の専門家

多彩なパネラーを巧みに組み合わせた有意
義なシンポジウムと多彩なワークショップで、源
流地域と生態系、人との関わりについて、改めて
真剣に考えさせられる意義深いものでした。
東京から動pさせていただいて、広島北ロータリ
ークラブの皆様の意識の高さと企画力、関係方面
との調整など､様々なご尽力に、今更ながら頭の
下がる思いがいたしました。
中尾会長がシンポジウムで発言されたように、21
脚己は｢環境と調和した開淵つまり「持続的発
展力呵能な循環型社会の形成」を目指して、個性
的で魅力的な地域づくりを実現するために、行政
の施策に加えて、地域住民、ボランティア団体、
民間企業などの多様な主体による動ﾛと連携を求
めつつ国土づくりを推進する必要があります。
また、水源地である鵬菖山へ登るワークショップ
では、目にしみるような緑と可憐な小鳥たちのさ
えずりのなか、専門の登山家の先導と、植物のイ
ンストラクターとご一緒でき、山歩きの醍醐味を

●牧野博士の縁を機会に､封上町訪問をはじめて、
今回のシンポジウム＆観察会参加で、ノU旙を訪れ
るのがもう5度目にもなりました。特に今回は、
高知県越知町から40名を超す人数で鋤nしました
カミシンポジウムや観察会を通して、日頃、ボラ
ンティアで活動をともにする友人たちと、ブナの
緑いっぱいの臥龍山やﾉU勝湿原のカキツバタを満
喫させていただきました。友人たちの感想はFぜ
ひ秋に来たいね」であり、またﾉV勝ファンが増え
ました。

山中伸一(高知県越知町
川と山･ふるさと夢の会）

満喫いたしました｡喘ぎ喘ぎやっとの思いでた困
り着いた雪霊水を口にでき生き返った時の感激
は、筆舌に尽くし難いものがありました。
とにかく久しぶりに、汚れない自然の中に我が身
を置き、都会のI圓梁に蝕まれた肉体と精神の自己
解放ができた、最高に充実した素晴らしい2日間
でした。
21世紀は価値観の多樹上｣、地球規模で見た場
合は「食料と環境の時代」と言われています。私
たちは、今回のシンポジウムで学んだように、自
然の再生能力や潮鮪肋を活用しつつ、資源・エ
ネルギーの循環的、高率的利用を進め、自然界の
物質循環への負荷の少ない識舌動の営みを可能に
する循環型の国土を形成していく必要がありま
す。
そして、「運命共同体としての都市と農村との共
生」の理念の下に、自然生態系を保全しながら、
｢人と自然との新たな関係」を築いていきたいも
のです。

山川雅典（国ゴ制噴源政策課長）

●ゴザを敷いたシンポジウム会場は初めて。最初
はちょっとした驚きでした。しかし､ﾉV幡高原の
涼やかな風を肌に感じながら、思い思いに座り熱
心に話を耳を傾けている人たちを見ていると、八
幡にある学校でこのシンポジウムを行う意義を理
解しました。素朴で美しい素敵な自然。この地の
自然をパネリストも聴衆も大好きなのだと。守り
育み、共に生きていきたいのだと。
そして翌日、八1I稀の自然の懐の深さを観察会で少
しばかり知りました。
ワクワクを秘めた心地よい空間、八幡高原。

大野加恵(高知県土佐山村生活創造工房）
』
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■特別企画尾

牧野富太郎博士と八幡高原の自然と暮らし
●2噸年6月1日（木）～21日（水）
●芸北町民文化ホール
●延べ来場者数／約8㈹人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【企画主旨等】
世界的な植物学者・牧野富太郎博士は、昭和8年、
昭和12年の2度にわたり芸北町血幡を訪れていま
す。八幡ではカキツバタの群落に感激し、そして
多くの植物標本を採集しています｡その時の日記、
植物標本力塙知県立牧剛;鋤園や東京都立大学牧
野標本館にあることが、最近わかりました。これ
らの貴重な資料を借り受け展示し、世界的な植物
学者を魅了した昭和初期のﾉu幡と現在の姿を紺上
させることにより、川のふるさと、水のふるさと、
芸北・八幡の自然や暮らしを再認識していきたい
と考え、展示しました。
展示内容は主に4つのコーナーに分け、牧野博士
の他、大正から昭和初期のﾉﾛ幡の風景や暮らしを
紹介するコーナー、樹勿愛好家・伊藤之敏さんに
よる西中国山地の植物スケッチ展示、牧野博士ゆ
かりの地・高知県越知町の紹介コーナーを設けま
した。20日間の展示期間中、約8㈹人もの方が関
心をもって見学されました。

蕊

､欄

牧野富太郎
ImlitalDMakim（1862～1％7）權吻学者

牧野富太郎博士は文久2年（1862)、現在の高知県高岡
郡佐川町の造り酒屋に生まれました。私塾などで高
度な教育を受けていたこともあり小学校を2年で退
学、土佐の豊かな自然に育くまれながら、自然を師
とし独学で植物の研究を続け、22歳で上京。東京大
学植物学教室で植物分類学の研究に打ち込み、日本
で初めて植物（ヤマトグサ）に学名をつけるなど、
日本の植物学を世界のレベルまで引き上げる業績を
次々と発表しました。晩年も研究への情熱は衰えず、
集大成の書「牧野日本植物図鑑」は時代を超えて読
みつがれています。95年の生涯において命名した新
種や変種は約2,500種、全国を踏査して集めた標本は
約5防点にも及びます。没後、文化勲章受章。
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展示コーナー①

｢八幡高原の自然と暮らし」
【主な展示内容】
●昭和初期の八幡の写真
●農作業と暮らしの道具

f麺
展示コーナー②

｢牧野博士と八幡高原」
【主な展示内容】
●横顔と歩み
●牧野富太鋼車士の植物画
●牧野富太郎博士、八幡での足跡
●牧野富太良階士､ノU幡で採集の植物標本
●牧野富太郎博士とその句、歌

鯛
-一一一一

展示コーナー③

｢伊藤之敏
西中国山地の植物スケッチ」

【主な展示内容】
●植物画

展示コーナー④

｢幌野博士ゆかりの地
高知県迄鉄剛Jからのメッセージ」
【主な展示内割
●越知鵬召介、写真パネル
●横倉山の宝物
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■上下交流 図画・ポスタ一展

広島市一芸北町 小中学生交流展示会

●2肺6月1日（木）～21日（水）
●芸北会場：芸北町民文化ホール
広島会場：ホテルグランヴイア広島ロビー

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【企画主旨等】
｢水、川、網など自然をモチーフにした、広島
市と芸北町の小中学生たちの絵やポスターを交流
展示。芸北町の子どもたちの絵を広島会場へ、広
島市の子どもたちの絵を芸北会場へ、それぞれ展
示しました。どちらも力作ぞろいで、期間中大勢
の方々にご観覧いただきました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ① ● ● ● ●

【封上会場展示】
松本美由紀肱島市立吉島東小1年）
岡田訓依 （広島市立千田小4年）
窪田真美肱島市立庚午小6年）
高尾 彩肱島市立大洲中1年）
小迫雄太 （広島市立緑井小2年）
平野佑太 （広島市立已斐小3年）
中里美紅肱島市立古田小6年）
下見香菜子肱島市立福木中2年）
金山つよし肱島市立福木小1年）
市谷拓也肱島市立比治山小3年）
国広 眸 肱島市立日i制､6年）
柴田ﾈ挨 肱島市立殿原中2年）
土井輝矢 （広島市立似島学園小2年）
尾上枝里肱島市立宇品小4年）
上田瑛治肱島市立吉島小5年）
上蹄佳奈（広島市立伴中1年）
白井ゆうき肱島市立河内小1年）
山口貴広肱島市立似島学園小2年）
平本ゆう太（広島市立劃､3年）
田中俊一 （広島市立鈴張小4年）
濱田彩歌肱島市立吉島東小5年）
松田 亮 肱島市立吉島刺､6年）
松井利紗 （広島市立大洲中1年）
末田光里肱島市立成有中2年）
伊藤久雄 （広島市立大洲中3年）
岡 寿治肱島市立高須小1年）
篠原そわか肱島市立可部南小2年）

滝本麻衣
中島綾香
徳永しおん
木下舞子
川本真季子
聖川千智
竹下沙弥香
山上優太
畑山広大
貞永翔平
藤田真弓
信本麻友美
藤原孝次
荒木美沙子
壹貫田茜
桜田真理子
山下輝哉
山本貴文
立石涼介
土井理沙
吉岡佑樹
徳広詳子
犬可淳子
岡田明泰
飯倉由美
山口健治
わたりつばさ
安田亜矢
黒木淳子
相原一樹
谷原ひとみ
内田香織
吉田亜由美
松本美樹
ド̅村公美
下坂祐貴
高橋愛希
清水 大
長門朝美
石井美帆
赤羽知美
清水智絵
儀久あゆみ

肱島市立三入小3年）
(広島市立緑井小4年）
(広島市立矢野西小5年）
(広島市立高須小6年）
肱島大学附属東雲中1年）
(広島市立高取北中2年）
肱島市立福木中1年）
(広島市立高郷､1年）
肱島市立可部小2年）
肱島市立安小3年）
肱島市立船越小4年）
肱島市立吉島小奔）
は島市立本川小6年）
(広島市立日浦中1年）
(広島市立可部中2年）
(広島市立大洲中3年）
肱島市立似島学園小1年）
(広島市立;影卜小2年）
(広島市立安小3年）
(広島市立落合東小4年）
(広島市立中島小5年）
肱島市立中野東小6年）
(広島市立庚午中1年）
肱島市立大洲中2年）
(広島市立大洲中3年）
は島市立似島学園小1年）
肱島市立糸蒋卜小2年）
肱島市立安小3年）
(広島市立船越小4年）
(広島市立吉島小5年）
肱島市立本川小6年）
(広島市立落合中1年）
は島市立日浦中2年）
肱島市立吉島中3年）
(広島大学附属小1年）
(広島市立似島学園小2年）
(広島市立吉島刺､3年）
肱島市立比治山小4年）
(広島市立可部小5年）
肱島市立仁保小6年）
肱島大学附属東雲中1年）
肱島市立五日市中2年）
(広島市立可部中2年）
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【広島会場展示】
●テーマ／自然と環境を見つめよう1
未来に伝えたい私の好きな割上の自然景観

村竹|真也
俵屋理奈
佐々見鉄平
橋奥雅樹
清見浴弥
茅ヶ迫宏樹
中田恵理佳
酒井悠真
菅原翔太
佐々見晶穂
上本友洋
清見克志
上迫祐太
下杉静美
岩本啓太
今村祐賀
喜田和眞
今田亮太
橋奥大樹
古西恵典
田枝一成
久茂谷真菜
俵屋由香
潮〈勇司
高木 茜
田村可苗
河野良美
酒井典子
泉 貴久
松本 優
小川可南子
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皆様から、このシンポジウム等に参
加しての感想をお聞きしました。
環境保全に対する認識を高めていた
だき、さらには上下流域の交流の具
体的手法などにかなり関心をもって
いただけたものと思います。今後の
展開やこれからの活動に役立ててい
きたいと考えています。
たくさんの貴重なご意見をいただき、
ありがとうございました。

（回1列蟠R=1 13枚）

横浜市
0 . 9 %

益田市
0 . 9 %

三原市
竹原市
2．7％

アンケート調査票●表

回答者プロフィール

謡畠

女性

｜

’

）
■年齢・性別

廿日市市
佐伯郡
3．5％

曾栓争舞 ､ 。 、 密 画 ロ ･ 唾 ち ⑤ 縛 數 室 奇 恥 て ，
星卑塾廼…苧撃垂哩与と写えロ…？
【 い く ヲ E ､ … 》

0 F 空 L - 熟 回

乙 輕 舎 唖 E L
a ぞこい【

●裏

2 0

15

10

5

0

- 4 0 -

11

● 勿

● そ 和

●伎極先ワーヶレ咋詞呂甘、旧n r

囮

■居住地

凹

図

（

1
-

〈
ー

(人）ー
男性

2 0 代 3 0 代 4 0 代 5 0 代 6 0 代 7 0 代 8 0 代

§す釣

囮
 
ら
り

■叩
淋
群

に
よ
ア

》
》
》
》
》
《
堀

。
白
切
り
■
ｎ
令

１
 
Ｚ
。
 
▲
 
５
６
７

“

”

し

唾

一
一
》
一
一
》
函

１
２
３
４
Ｂ
 

ａ
７

シンポジウムについてアンケートご記入のおねがい

大国ﾉ1識の唯生物と私たちの蕪“
弓 … ･ 岸

本 I 純 ･ よ 鶇 そ ぎ 色 締 0 庵 隅 』 蜘 力 嘩 訊 ' 乳 た 4

『誼ﾏ,翫由｡､鼠皿､和,《たの.”ボ識｣凸ら夕浬金筈■酎侮･リーク加式準図尊f8煙

F ●八幡翼原について● 】L

- - ̅ - 1 四 項 …、、種盲＝丁弓冒＝て智寸か？

|蝋…,…"’

1
1 -

監 邪 函 屈 唖 も 應 号 、

ア 幸 い ば 声 夛 唾 毎 1 F T 、 ご ” q を ＝ ﾛ L ･ 寮 ず

q

◆第4章◆
｜

｜

|,ま
il
とめ

，

画溌綴謡姦冒鍾fし…
ム
 
ー

唾
官
一

型1…寧一悪…Z_
■型2色
■ 垂 色
… 牛 … ﾄ ﾘ

ﾀ ｲ 吟 異 - ん

垣 夕 -
m …

■ ̅ 亜

画 ケ ラ … 旬 駆 師
… - 匁 ＝ 室 昌 唖 、

… 配 一 函 ＝
壁

音 二 言

．
両

国
ｑ
叫哲函凸

“，Ｌ傍ｐ■-
ず凸唾
凸

骨
△
０

顕恥
１》

稗顎到碑
曜

４

．

も

ｂ

け

Ｌ

■醒
画

1 ． 垂 唾 ● ■ 干 唾 毎 食

昌 立 唾 - ず 彊矧化＝＝
ユ 一 百

4 時 … 貴丘

邑 雪 垂 … 毎 仁 一
a ゼ 逼乞 1

尋
ろ品

一

》
一
》

■
一
戸

四W謡蔑麗霧"ﾑ麺勵匡励，壷し函，

０８Ｇ＄君８昼乏．ｔか壷クーゲ

１

幸

電ぞ

６

６

ル
企

渥
画

０
２
３
４

” U ' ＝ 口 薗 田 … 1



（
■ｿ (臓賦今回はじめてですか？

●八幡高原について●

■これまでｿ(嘱旨原に采られた目的は？（…）

）

美しい風景を眺める
草木､鳥､魚を鑑賞する

山歩き､キャンプ
スキー､スノーボード

写真撮影等
山菜や木の実などを採る

その他

（ ●今回のシンポジウム等について●

■今回‘どのプログラムに参加されましたか？（…）

■■13.3％
■8.0％
4.4％

■10.6％

'28.3％
'28.3％

シンポジウム
観察会･ワークショップ

交流会
民宿への宿泊

0

'43.4％

20

知人･友人の紹介
芸北町関係者の紹介
RC関係者の紹介

新聞記事
自然教室･サークル関係者の紹介

新聞広告
ポスター

開催要項(リーフレット）
ダイレクトメール

その他

〈その他〉
●湿原の整備
●民俗・生活
●イベント等
●木道を歩く

40

0 2 0 4 0

りになりましたか？（…）

）
60

●山小屋の立地探し
●バーベキュー

■■■■■42.5％
■327％
'26.5％

調査
に参加

●結婚・永住

8 0

■■12.4％
■10.6％
■9.7％
■97％
ﾛ6.2％
'4.4％
3.5％

3.5％

100

'22.1％

60

'83.2％

80

0
'17.7％ I

100

20 40

- 4 1 -

〈その他〉
● 大 学 講 義

60

● ホ ームテレビ
●フォレスト
●越知町役場
I ロ

80

ク ラ ブ

100



■このシンポジウム等に鋤7された聯何ですか？（…）

八幡高原に関心がある
野生生物に興味がある

牧野富太郎に関心がある
川､流域､人々の暮らしに関心がある

山歩きに関心がある
友人･知人のすすめ
太田川に興味がある

湿原やカキツバタが見たかった
RC関係者のすすめ

その他

励勵'ら閲､を持って1,)た事項をお選びください。（…）

太田川の景観や自然保全
野生生物の保護･保全

太田川の水質
太田川流域の暮らしや文化･歴史
太田川流域の活性化､地域振興

その他

馴されこどのフログヲムカ鵬に残りましたか？（…）

パネルディスカッション
テーマビデオ
テーマトーク

観察会･ワークショップ
交流会
その他

’’ ’41.6％
I  |27.4%

’

’ ’ 25 . 7％
’ '23.9％
i1 20.4%
1 19.5%

’

’17.7％
■■■'42％
■71％

’1,7.7％ ，

〈その他〉
●大学講義
●環境保全
●河川流域の状況
●芸北町との交流
●山村・都市住民のネットワークづくり
●シンポジウムに興味があった

U I U

<その他〉
●自然環境､環境保全全般
●源流の保全と流域者利用負担
●芸北と都市住民の交流､具体的方法

皿 勵 ' ら ､ / " 1 … 物 1 … 1 句 私 た ち の 暮 ら し の た め に 伽 噸 り 〃 ﾉ で お ら れ ま す か ？ ( … ）

リサイクルを心がけている
植物などいためないようにしている

ゴミ拾いなど美化活動
節水を心がけている

自然保全のボランティア活動に参加
合成洗剤を使わない

■■36.3％
■■33.6％
1 26.5%
'25.7％

■■■32.7％
■■31.0％
'22.1％

- 4 2 -
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■今農太田//･野生生物･私たちの蟇うしについごどのような取り組みをしていこうと考えていますか？
（ … ）

植物など､いためないようにする
ゴミ拾いなど美化活動に取り組む

節水を心がける
自然保全のボランティア活動に参加する

合成洗剤を使わない
リサイクルを心がける

その他 ■2.7％

■■■13.3％
■■10.6％
■8.8％
■6.2％
'3.5％
0.9％

0.0％

■7.1％，

■■■38.9％
'29.2％

<その他〉
●源流域を時々訪れる
●社会に出て協力したい
●来訪者のマナー教育の
具体的手段を考える

…/硫域の環境･雫のために今…7の瀞＃をどのように棚してI , )ったら良いとお考えです力'？
（ … ）

景観保全地区として整備
災害防止･水源地酒養林として整備

レクリエーションの場
林業副産物生産の場

林業生産の場として利用
薪炭利用
利用しない
リゾート開発
工業用地
宅地開発
その他

■このようなシンポジウム・＝とに鋤したいですか？

80 100

100

60

60

20

2 0

40

4 0 80

0

0
I 0

参加したくない
0 . 9％

<その他〉
●環境教育の場
●自然博物館として
●観光､スキー場
●自然を残す
●自然の利用ではな
●地域住民の生活や
した上で討議を

U U

く人の活用
考えを充分理解
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シンポジウムに
企画全般

-この企画について
●2日間内容が盛り沢山で充実していた。
●田舎に住んでいるとこういう体験や刺激
に乏しく､久しぶりに満足感を味わった。
●試みは良かった。
●1回目の試みで下準備に相当のご苦労
があったと思う。
●運営に一生懸命取り組んでいる姿に感
心した。
●今後の課題もいろいろあるとは思うが、
少しずつクリアして長期の企画として発
展されるよう期待し楽しみにしている。

_もっと多くの人に聞いてもらいたい｡一
●町内の参加がもう少し多ければ成功。
●町内の人の参加が少ないことが残念。
八幡地区の方々の参加は当然としても、
他地区の人は関心が薄いのだろうか。

●もっと若い人にも聞いて欲しかった。
●地元の､特に厳しい環境の中での生活
を様々な知恵で生き抜いて来られた方
たちがもっと参加され､真剣に侃侃誇誇
と討論できれば｡見解の相違から偏見
のような態度になっていると思う｡その辺
の壁を無くし､歩み寄る方法を見い出し
努力していけば素晴らしい知恵がいた
だけると思った。

-あたたかいもてなしに感謝。
●交流会の手づくりの食事が大変良かった
●虹の会の方の料理にはとても感激した
●地元の心のこもった手料理に感謝｡芸
北町の人と交流でき楽しく､この地に来
て本当に意義深く思う。

●交流会では今まで食べた事のない料理
をいただいたこと忘れない。

●民宿のあたたかいおもてなしに心よりお
礼申し上げたい。

一運営全般､その他
●ﾀｲﾑテーブルはよく守られていた。
●残念ながら､人を納得させるように話さな
ければならないのに時間を気にしている
様子があったので改善できれば良い。
●音声が聞きづらかったのが残念。
●携帯電話の電源､外の選挙演説車の
音に対応があった方が良い。
●準備は大変だろうが､休憩の時に喫茶（
クッキー､よもぎパン､ささ茶など)があると
やわらかくなると思う。

一もつとPRを。
●たまたま芸北町を通ったときにポスターを
見て知った｡もっと太田川流域の各地に
知らせるような手立てをとるべき｡広島市
内はもちろん加計､戸河内の人たちも知
らないのでは。「太田川水系の水を考え
る会｣に入っているが､戸河内にも同じよ
うな趣旨の会があり交流している｡そうし
た各地の会との交流も考えるべきでは。

●もっとPR活動をすれば興味のある大学
生などは絶対聞きに来る｡生の声はある
意味密室空間で聞く教官の話よりおも
しろい。

一テーマトークについて
●菅先生の話は大変興味深かった。
●宇宙から太田川を見るのは感動した。
●ランドサット7についての話は非常に興
味深かった。
●宇宙から見た太田川と八I陥高原等､全
体的な環境変化が一目瞭然に理解でき
目からウロコ。
●自然環境の変化がリアルタイムで把握
できることに驚き､この技術を環境保全
に生かすことが大切。
●鞍打先生の早川町の話は懐かしい感
じがした。

●他県の上流地域の実状を聞くことは意
義が大きい｡もっと視点を絞ればなお良
かった。

●テーマと離れていて良くなかった｡タイト
ルから見て今回の参加者は八幡高原
の植物に興味のある人が多いように思
ので､植物講師の話が1つあっても良か
ったのでは。

- 各 分 野 の 先 生 の 話 が 良 か っ た 。 -
●色々な分野からのお話､科学的な研究
結果等､大変驚いた。

●同じ立場にある早川町と芸北町という2
つの上流域の具体的な事例を対比さ
せそれぞれの抱える問題点と利点が表
われていて良かった。

●鴻上さんの話を聞き高知へ行ってみたく
なった(博物館)。

●｢上流からきれいな水を出すから下流
から元気をください｣という川内さんの
話に深く考えさせられた。

●川内氏の地元の立場での意見が聞け
て勉強になった。

●川内氏の率直な意見が印象に残った。
●もっと地元の人たちの話を聞きたかった
●太田川上流にある町として今後どのよう
な方向でまちづくりをしていくのか､色々
な考えを聞くことができ面白かった。

●直接住民が個人レベルでできることで
はないが､団体としてすべき提案がされ
ていて面白かった。

一会場について
●懐かしい小学校の校舎で原点に戻り自
然について考えることができ良かった。

●ゴザの_上でﾘﾗｯｸｽして聞けて良かった
●会場が体育館のゴザというのが良かった
●会場設営に改善の余地がある。
●椅子席にしてほしい。
●椅子席の会場でやってほしい。
●内容は良かったが長時間座って足腰が
痛く苦痛を感じた。時間も延長され進行
を今後考慮してほしい。

●分岐点など交通案内標示をもっと詳しく
してほしかった｡途中迷った。

●地図が分かりにくかった。

一自然の大切さを再認識した｡-
●自然を大切にしなければと強く感じた。
●流域､源流を大切に。
●生態系を壊してはならない。
●水の大切さがよく分かった。

一たいへん良かった。
●大変良かった。
●大変良かった｡感動した。
●大変有意義な考えさせられる会だった
●テーマビデオが良かった。
●｢自然賛歌｣が良かった｡八幡高原を編
集したピテｵがあれば購入したい。
●地域振興と環境保全という2つの難しい
課題をｾｯﾄにして解決しようとしている
姿が印象に残った。
●越知町との交流を続けていくことは地域
の環境問題にかわる大きな意義として
頑張っていきたい｡その基礎､原点がよ
く理解されすばらしい感動を受けた。

●地域の人､下流域の人の意識の共有
がなされてきたと思う。

●太田川流域に住む人々の太田川に対
する思い入れを感じた。

一深く考えさせられた。
●自然保全の大切さ､八幡高原の貴重さ
について深く考えさせられた。
●自然保護の大切さと資本経済の整合
性の難しさを実感。

●今まで考えていなかったことや気づかな
かったことが分かった。

●日頃あまり見聞きできないものに触れた
ことが良かった｡これからの将来を考え
るのに良い機会だった。
●いろいろな意見を聞き､この地域の活性
化を下流域に住む人も含めて全体で考
え行動しなければと感じた。
●わが町を楽しく生きがいのあるように私
一人でも考えていこうと強く思った。
●水質､森林の保全､野生生物の保謹な
どこれまで考えてきたが､その考えは上
流域で生活する人に押し付けるものだ
った気がしてきた｡参加して上流･下流
の具体的協力案など聞けて良かった。
少し考え方が変わった。
●下流に住んでいて､これまでいかに上流
に無関心であったか強く感じた。
●今後我々下流の都市圏の者が城流域
のことをもっと考えて行動するようになる
と良い。
●上流域の活性化が下流域の生活環境
の確保につながる｡我々下流域住民が
何をすれば良いのか考えさせられた。

|･嬢撫溌蕊鱒

一マトーク･パネルディスカッシヨ
一テーマトークについて
●菅先生の話は大変興味深かった。
●宇宙から太田川を見るのは感動した。
●ランドサット7についての話は非常に
味深かった。
●宇宙から見た太田川と八I陥高原等、
体的な環境変化が一目瞭然に理解て
目からウロコ。

●自然環境の変化がリアルタイムで把
できることに驚き､この技術を環境保
に生かすことが大切。

●鞍打先生の早川町の話は懐かしい
じがした。

●他県の上流地域の実状を聞くことは
義が大きい｡もっと視点を絞ればなお
かつた。

●テーマと離れていて良くなかった｡タ，
ルから見て今回の参加者は八幡高
の植物に興味のある人が多いように
ので､植物講師の話が1つあっても良
ったのでは。

-各分野の先生の話が良かった。-
●色々な分野からのお話､科学的な研
結果等､大変驚いた。

●同じ立場にある早川町と芸北町とい
つの上流域の具体的な事例を対此
せそれぞれの抱える問題点と利点が
われていて良かった。

●鴻上さんの話を聞き高知へ行ってみメ
なった(博物館)。

●｢上流からきれいな水を出すから下
から元気をください｣という川内さん
話に深く考えさせられた。

●川内氏の地元の立場での意見が聞
て勉強になった。

●川内氏の率直な意見が印象に残った
●もっと地元の人たちの話を開きたかつ’
●太田川上流にある町として今後どの・
な方向でまちづくりをしていくのか､色
な考えを聞くことができ面白かった。

●直接住民が個人レベルでできること
はないが､団体としてすべき提案がさ
ていて面白かった。

書場について
懐かしい小学校の校舎で原点に戻り自
然について考えることができ良かった。
ゴザの上でﾘﾗｯｸｽして聞けて良かった
会場が体育館のゴザというのが良かった
会場設営に改善の余地がある。
椅子席にしてほしい。
椅子席の会場でやってほしい。
内容は良かったが長時間座って足腰が
痛く苦痛を感じた。時間も延長され進行
を今後考慮してほしい。
分岐点など交通案内標示をもっと詳しく
してほしかった｡途中迷った。
地図が分かりにくかった。
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-八幡の魅力を再確認した。

●八幡は自然が残っていて人が少ないこ
とが魅力。

●八幡地区を歩いていると子どもたちや
出合った方々が皆声をかけてくれて､こ
んなに嬉しい気分になったことはない。
自然も人もすばらしい。

●自然のすばらしい八幡高原をこれ以上
汚し荒らすことのないよう､皆で自然を守
っていきたい｡国ももっと力を入れるべき
と思う。
●この自然の美しさを残していけたら良い。
いつも心のやすらぎをもらって帰っている
●他県出身のため八幡高原について知
る機会がなかったが､様々な方向からの
アピールを見て意外にも素晴らしいとこ
ろで気に入った。
●八幡で生活していてここが大好きだが、
八幡の良い点をあまり知らない｡会に参
加してやはり八幡は素晴らしいということ
を実感でき､これからの人生を､愛する
素晴らしい八I陥で暮らせることがいっそ
う嬉しくなった｡大切にしていきたい。
●苅尾山のブナ天然林からの雪霊水を
時間をつくっては貰いに来ている。

●八幡高原の自然の写真パネルを見て改
めて他地域には少なくなった植物がこ
こにはまだ沢山あり､その植生を守り続
けていくことが､ここの自然に触れさせて
もらう私たちにとって一番大事なことだと
思った。

_課題の整理ができた。

●今後の環境問題への取組の参考とし
て認識を高めた。
●具体的な提言には近付かずやや理念
的なものとなりぼやけた印象も受けたが
課題はよく分かった。
●具体的な状況に基づいて問題点を考
えることができ分かりやすかった。
●問題は人が少ないということが分かった
●上流･下流の役割分担などそれぞれが
相互に対応すべき点が見出せた。
●人､モノ､自然､金などの様々な要素が
関連していて難しい問題だと思った。

●自然保護は民間レベルの活動が重要と
認識した。

一一般論ではなく具体論を。
●本などからの一般論の話はつまらない。
●私はこうしたいという本音の話は少ない
ようだった。

●全体論が長いと今まで何を聞いたのか
わからなくなる。

●大学の先生は学生に向けて話すのとは
違いもっと地元の多くの人にもわかりや
すい内容の話し方をしてほしい。

●もっとわかりやすい言葉で話してもらえ
たらと思う。

●発言者は地名をよく勉強してほしい。
「臥龍山｣ではなく地元では｢苅尾山」
「かりうざん｣と呼んでいるし｢聖湖｣も
「比尻湖｣だろう。

_ さ ら に 検 討 ･ 研 究 を 続 け た い 。 -

●｢もの言わぬ環境に耳をかたむける｣私
たちも素早い対応のできる耳を持ちたい
●今までもゴミ拾いなど美化運動に努めて
きたが､パネラーの話を参考に今後も多
くの人に伝えていきたい。

●牧野博士についてもっと研究して植物
に関心を持ちたい。

●牧野博士が全国各地で人づくりに尽力
されたという鴻上さんの話を聞き､いかに
楽しみながら興味を持たせていくかが
大切だと思った｡植物に興味を持つこと
から拡げて環境問題に目覚めていく子
どもたちが育っていくことが大切。

●やはりすべては人の営みであることを痛
感した｡人が入って来たことで環境が
壊され､今後は人の手で復活､保全が
行われようとしている｡それには多くの
人が心を合わせ､思いやりをもっていくこ
とが重要。

●自然環境に対する教育が本当に必要
だとつくづく感じた｡ゴミ拾いひとつにし
てもどんなことを守っていかなければな
らないのか知らない人が多すぎる。

●都市農村交流を芸北町に見出したいと
思っている｡鞍打氏が述べたように｢モ
ノと金｣の交流では表面的で一過性に
留まり限界が見える｡早川町町民HPの
ように個人同志の結びつきが発展し川
内氏の期待している八幡オリジナルの
観光の具体的なテーマが生み出される
と思う。

●オークガーデンもシンボルとして必要かも
しれないが､八幡高原にあのデザインの
構造物が出現した光景を想像するとぞ
っとする｡そこの景観を台無しにするも
のはいらない。

●"美しい自然"だけではまちおこしは限
界があるが､誰もが共感するイメージを
柱に八幡地区､芸北町､芸北町民を結
び付け交流を発展させる手法はきっとあ
るはず｡さらに検討､研究を続けたい。

-提案等
●カキツバタのオーナー制による交流の推
進は良いことと思う｡方法として山県西
部地区が連携してイベント等を開催､名
所ツアー等を実施。

●植物､動物､川､山･･それぞれ好きな人
が会をつくって､年に数回集まりボランテ
ィアではなく楽しくしていける場をつくれ
ば良いと思う。

●広島市に芸北町を豊かに伝える拠点を
つくっては。

●この豊かさを童話や美術で表現して世
界にアピールするのもいいのではb

●提案は大変良かった｡上･中･下流域の
声が出てくると盛り上がるのでは。
●交流､環境､産業等･･･､より生活が元気
になるための具体的プラス思考を前もっ
て準備していれば少しでも前進するの
では。

̅ 、 2 浬 勾起 “ ン ＝ 〆ヨン〆狙
一自然の美しさに感動。
●緑の美しさに感激。
●自然の美しさ｡人に与える感動。
●自然のエネルギーをたくざんもらった。
●苅尾山のブナの原生林は素晴らしい。
登山道も良く子どもたちにも多く来ても
らいたい所。

一たいへん勉強になった。
●大変勉強になった｡またやってほしい。
●沢山の植物の説明を受け､帰宅しても
う一度植物図鑑を開きたい。

●たくさんの草木を詳しく説明していただ
きとても良かった。

●紙に書いて教えてもらい良かった。
●指導者が気さくで親切に質問に答えて
くれた。

●講師の丁寧な説明を聞き､広大な自然
を堪能することができた。

●1日のみの参加だったが講義を先に聞
いてから作業するとより理解できるだろ
うと思った。

●具体的な草木を実地で見て参考になった
●短い間だったが作業だけでなく植物の
説明も聞けて良かった。

_有意義な時間を過ごせた。
●牧野博士の植物観察もこのようだった
のではと同じような時間を過ごせたこと
が嬉しかった。

●一歩一歩の山登り､途中の植物を見な
がら新たな発見を沢山でき､山登りの基
本を教えてもらい勉強の多い収穫のあ
る1日を過ごせた。

ー成果を見たい ｡ 続 け てほしい。 -
●長者原湿原を実際に草刈りしたことで
湿原がとても身近に感じられるようにな
った｡とても有意義で､ぜひ続けていけ
ればと思う。

●笹を刈り取り､下のコケが見えてくるとや
っと光を当ててやれると実感できやりが
いのある作業だった｡また成果を秋に
見たい。

●刈り取ったクマザサやイヌツケの下には
ヒメザゼンソウが未だ残っていた｡乾燥
しかけた水ゴケも所々残っていてそれ
が水を含んで湿原に復帰するよう願っ
ている。

●実験的に刈った場所と刈らない場所を
作って追跡調査をするとのこと｡湿原を
守るために効果的な結果が解明できる
よう期待している。

●昨秋､吉和村での自然観察会に初めて
参加しとても良かったので今回も是非に
と参加した｡八幡高原は初めてでサワ
オグルマなど自然の中で見ることができ
大変喜んでいる｡また企画してほしい。

●観察会に参加できず残念｡また企画し
てほしい。

一反省点等
●人数が多く指導者の声が聞き取りにく
かったことが残念。

●人数が多く落ち着かず残念。
●ワークショップ後にプログラム等を受け
取ったのでメモが使用できなかったこと
が残念。

観察会･ワークショッぽ 非
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